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株式会社良品計画　旧老川小学校利活用

　10月1日（火）、旧老川小学校をリノベー
ションした地域体験型宿泊施設「MUJI  
BASE  OIKAWA」がオープンしました。
　創設１３０有余年の歴史を持つ老川小学校は
２０１３年に閉校した後、地域活動等の場とし
て利用されてきました。
　良品計画は２０17年5月より大多喜町から
旧老川小学校を賃借し、コワーキングスペー
スや菓子シェア工房、地域事業者へのオフィ
ス貸出し、地域内外の方に向けてマルシェ・
ワークショップ・結婚式・地域住民の会合な
ど様々な用途で、多目的ホール・校庭・各教
室など施設を貸し出しするなどスペースの活
用を進めてきました。
　今回、旧老川小学校をリノベーションし、
宿泊施設のほか売店やコワーキングスペー
ス、ランドリーやライブラリーを併設してい
ます。当時の物を活かし、新たな施設にリ
ニューアルした旧老川小学校に訪れてみては
いかがでしょうか。

営 業 時 間
■ 宿泊
　 チェックイン 14～17時
　 チェックアウト  ～10時
■ 売店
　 9時～18時
■ コインランドリー
　 5時～22時
■ ワーキングスペース
　 9時～18時
■ コミュニティスペース
　 9時～18時
■ 菓子シェア工房
　 9時～18時 ※要予約
■ その他施設
　 9時～18時 ※要予約
 （多目的ホール、会議室、
　 家庭科室　ほか）

概 要
■ 住所
　 大多喜町小田代
　 524−1
■ 宿泊
　 A棟（定員10名）　
　 B棟（定員10名）
　 ※部屋貸しの場合、

room5・room6は
定員各5名

■ 売店
食品、生活雑貨、衣服雑
貨、トラベル用品、コー
ヒー、地域産品など

そのほか、コインランド
リーやワーキングスペー
ス、コミュニティスペース、
ライブラリーがあります。

宿泊棟（A棟） 宿泊棟（B棟） 売店

コインランドリー ワーキングスペース

詳しくは各ホームページをご確認ください。

③お電話での問合せ
　☎︎0470−62−6096
　対応時間9時～18時
④メールでのお問合せ
　otkoikw@muji.co.jp

①宿泊 ②施設利用



学校紹介
町内学校から

 活動内容を紹介します。大多喜高校 大多喜高校　陸上競技部
　こんにちは。大多喜高校陸上競技部部長の磯野昂大です。
　私たち陸上競技部は森田先生のご指導の下、男子選手15名、女子選手2名、マネージャー4名の計21
名で活動しています。
　私たちの目標の一つに「強い大高陸上部を作る」というのがあります。千葉県には多くの強豪校が存
在していますが、強豪は固定化され、決勝のメンバーはいつも同じように思います。その決勝の舞台に
立って勝負していきたい、この状況をひっくり返したい、そんな思いをもって私たちは日々練習に励ん
でいます。もちろん、きつく苦しい練習も多いですが、大好きな陸上競技に全力で取り組める環境があ
ることには感謝しかありません。
　終わりに、いつも支えてくださっている地域の皆様、保護者の皆様、OB会の皆様、本当にありがと
うございます。目下私たちは着実に成長しています。いつか皆様に強くなった大高陸上部をお見せし、
恩返しができるように頑張っていきます。応援よろしくお願いします。

　多年にわたり社会の発展に寄与してこられた95歳以上の方々へ「ご長寿のお祝い」として町
から祝い金を贈りました。
　80歳と88歳の方々には民生委員児童委員を通じて記念品を贈り、町から90歳の方々には祝い金
を贈り、88歳の米寿を迎えられる方々には併せて祝電も贈りお祝いをしました。
　また、100歳を迎えられた方々には内閣総理大臣からお祝状と記念品、また町からはお祝い
金と記念品が贈られました。

ご長寿のお祝い

・満80歳（昭和19年1月1日～昭和19年12月31に生まれた方）…………… 124名
・満88歳（昭和11年1月1日～昭和11年12月31に生まれた方）…………… 96名
・満90歳（昭和9年1月1日～昭和9年12月31に生まれた方）……………… 55名
・満95歳以上（昭和4年12月31日以前に生まれた方）……………………… 130名
・満100歳（大正13年4月1日から大正14年3月31日までに生まれた方）…  11名

満100歳を迎えられた方々
清水　一二さん（紙敷）
苅米　つねさん（馬場内）
田中　ふみさん（下大多喜）
菅根　昌子さん（横山）
岩㟢　正雄さん（横山）
安藤　きぬさん（中野）

野口　初枝さん　（庄司）
鈴木　ふみゑさん（押沼）
二瓶　クニ子さん（船子）
横山　八千代さん（船子）
麻生　初夫さん　（紙敷）
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おいでよ子ども
体験塾のページ
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学童保育体験　第2弾
 「いすみ鉄道で行く！貝の宝石づくり体験」を開催しました

おいでよ　子ども体験塾
夏の梅ヶ瀬渓谷を探検してきました

8月

8月

　地域おこし協力隊の荒井です。
　8月21日（水）と8月22日（木）に学童保育に通う児
童を対象に「いすみ鉄道で行く！貝の宝石づくり体験」

（講師：福田　康孝氏）を実施しました。
　当日は、いすみ鉄道に乗って、最寄り駅の城見ヶ丘駅
で降りて、開催場所のみつば保育園に行きました。児童
たちは、先生方と元気よく挨拶を交わし、いざ会場へ。
　はじめに、形や大きさ、色にもそれぞれ個性がある、た
くさんの貝の中から、お気に入りの貝を選びました。次に、
自分の貝を磨いたら、先生方や友達に貝を回して磨きあう

“切磋琢磨オタガイさま磨き”貝のリレー磨きに挑戦しま
した。児童たちは、目をキラキラ輝かせて、お互いに貝を磨
きあい、世界に一つだけの貝の宝石が完成しました。
　体験後は、みつば保育園の園庭にて、流しそうめんを
楽しみ、帰りのいすみ鉄道の車内は、思い出の場となり
笑顔がいっぱいでした。
　7月・8月の学童保育体験の夏休み校外学習で、いす
み鉄道にご乗車いただきありがとうございます。これか
らもいすみ鉄道をよろしくお願いいたします。

⒈貝の宝石づくり体験の様子  ⒉園庭で楽しむ流しそうめん  ⒊世界に一つだけの貝の宝石が完成  ⒋車内で運転士の方たちと記念撮影

　8月25日（日）、小学4・5年生と保護者計7名の
参加と、青少年相談員の協力を得て、令和6年度
最初のおいでよ子ども体験塾を実施しました。
　今回は養老川支流の沢登りと川廻しの洞窟探検が
メインでしたが、白米（アルファ化米）を水だけで
調理し食べることで災害に備える活動を兼ねたり、
生き物にふれる（危険生物にはアンテナを張る）体
験もできました。

※内容・日時が決定しましたら町ホームページでお知らせします。

問合せ　生涯学習課 中央公民館
　　　　☎︎８２−３１８８

　今後のおいでよ子ども体験塾も、郷土や自然と親し
み、子ども同士が仲良くなれ、楽しみながら生きる力を
育めるような企画を考えていきたいと思います。
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「読書おもいで帳」
未就学児通帳２冊目第２号（西小学区第１号）

立教大学大学院生が提案
夷隅地域活性化ビジネスプラン発表会を開催

歩行器が寄贈されました

災害時における物資の供給協力に関する協定を締結しました！

　8月21日(水)、株式会社チヤフルキョウエイより高齢者等の移動支援
を目的として、折りたたみ式歩行器が寄贈されました。
　寄贈された歩行器は、町の健康づくり教室などの移動支援に活用する
予定です。

　9月19日（木）付で、大多喜町とトーホー工業株式
会社は、災害時における物資の供給協力に関する協
定を締結しました。
　本協定は、今年の元日に発生した能登半島地震
で、半島という地理的要因により、市町村が協定を
締結している支援先から支援が入れない等の問題
が生じました。
　大多喜町も能登半島と同様の半島性を有している
ことから、大多喜町内に工場が所在するトーホー工
業株式会社様と連携を強化し、住民生活の安全を図

り、避難所環境の安定・向上などに取り組むものです。

　９月８日（日）に中央公民館で、立教大学ビジネスス
クール（立教大学大学院ビジネスデザイン研究科）
主催により、大多喜町など夷隅郡２市２町の活性化
のためのビジネスプラン発表会が開催されました。
立教大学からは教員３名、大学院生２３名が参加し、
来場者は約１１０名に達しました。
　当日は１０５名 、２４チームの中から選 抜された６
チームが、「大多喜町の特性を活かした中高生の滞
在型情操教育事業」、「（いすみ市での）企業用地に
よる地方創生事業」、「勝浦・御宿の特産品ブランド化事業による交流人口の増加」などの報告
を行いました。

　９月２１日（土）、未就学児「読書おもいで帳」２冊目の更新を
行いました。

本が大好きなので、
また、いっぱい借り
に来たいです。
　　　　磯野叶宝 【読書おもいで帳：町内在住・在学者無料】

　借りた本を記録する「読書おもいで帳」の運用を行って
います。ご利用にあたっては事前に図書館利用カードの登録
がしてあることが必要です。また「読書おもいで帳」を利用
するには、図書館利用カードを必ずご持参ください。
　「読書おもいで帳」２冊目以降の更新毎にすてきなプレ
ゼントを差し上げます。
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大多喜町ローゼルレシピコンテスト開催

　一般社団法人日本アロマ蒸留協会およびジャパンハーブソサエティーの方々が来町し、田丁お
よび泉水でローゼルを栽培している農家のほ場にて摘み取り体験を実施しました。
　今年度のローゼルは収穫や調理に向いている大きい果実がなりる品種を選定したことで、昨年
度よりたくさんの果実を収穫することができ大変喜んでおりました。
問合せ　農林課　☎︎82−2535

9/25・9/28ローゼルの摘み取り体験を実施

　大多喜町では遊休農地の活用と有害獣の被害を受けにくい本町ならではの特
産品の発掘を目指し、第一弾としてローゼルの栽培に取り組み、本町の新たな
地域特産品として生産の促進および地域活性化を図ることを目的としてローゼ
ルレシピコンテストを開催します。
応 募 内 容 ・応募レシピはオリジナルのものに限り、他のレシピコンテストやインターネット等で未

公表のもの
・2人分でおおむね5,000円以内で調理可能なもの
・主食、主菜、副菜、デザート等のジャンルは問いませんが、ローゼルの他に大多喜町産

の食材を１つ取り入れること
・調理時間が30分以内のもの（事前の仕込みや冷やす時間が必要な場合等、応募用紙の

作り方に記入すること）
・上位5レシピについて調理する際は第三者により調理を行うので、調理する際のポイン

ト等がありましたら応募用紙の作り方にご記入ください。
応 募 方 法 ・応募用紙に必要事項を記入の上、【問合せ先・応募先】まで郵送、持参、または電子

メールにてご応募ください。
・応募用紙は、以下から取得してください。
①大多喜町ホームページからダウンロード　②大多喜町役場農林課窓口

応 募 資 格 ・プロ、アマ、居住地、年齢問わず、どなたでも応募可能とします。なお未成年の方は、
保護者の同意を得てください。

・グループでの応募も可能です。その場合は代表者の氏名も記載してください。
応募締め切り ・１１月１５日（金）当日消印有効
審 査 ・ 賞 ・別途定める方法により審査を実施し、下記のとおり受賞作品を選出する。なお、審査基

準および状況等について、個別に公表しないこととする。
・1次審査は創造性、食材の活用、汎用性、目的、総合を審査項目とし、上位5レシピを

選出する。
・2次審査は1次審査で選出された上位5レシピを調理・実食の上、味、見栄え、効果性、

普及性、総合を審査項目とし受賞者を決定する。
受 賞 者 ・最優秀賞（1点）賞金3万円

・優秀賞　（2点）賞金2万円
・入選　　（2点）賞金1万円

　その他詳細につきましては町ホームページをご覧の上、応募ください。
問合せ　農林課　☎︎82−2535

9/28摘み取りの様子（泉水地先）9/25摘み取りの様子（田丁地先）
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　20歳のつどいを令和7年1月11日
（土）13時から中央公民館で開催しま
す。町外へ転出された新成人で、案内ハ
ガキを受け取られていない方は、現住所
等を生涯学習課までお知らせください。

※令和7年式典は、平成16年4月2日から
平成17年4月1日までに出生された方
が対象となります。

問合せ　生涯学習課　中央公民館 ☎︎８２−３１８８　Email　shougaku@town.otaki.lg.jp

　１１月２日（土）午前１０時から午後２時まで、「道の駅たけゆらの里お
おたき」にて「‘２４産業フェアーinおおたき」を開催します。各種模擬店
が出店いたしますので、皆様お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

【イベント概要】　
開  催  日　１１月２日(土)　１０時～１４時　※雨天中止
開催場所　道の駅たけゆらの里おおたき　駐車場スペース
内　　容　大多喜町地場産品の販売、各種模擬店等
主　　催　大多喜町産業まつり実行委員会
問合せ　農林課内　大多喜町産業まつり実行委員会
　　　　☎︎82−2535

令和７年大多喜成人記念 －２０歳のつどい－

‘２４産業フェアーinおおたき開催のお知らせ

　町防災行政無線などを使用した、全国一斉情報伝達試験が以下のとおり実施されます。
　この試験は、総務省消防庁が地震・津波などの災害時に備え、全国瞬時警報システム（Ｊア
ラート※）を用いて行う、全国一斉の情報伝達試験です。
■ 日　　時　11月20日（水）午前11時ごろ
■ 放送場所　町内に設置してある全ての屋外子局・戸別受信機
　　　　　　 ※大多喜町情報配信システム「おおたき通信」にも配信されます。
■ 放送内容 （上りチャイム音）
　　　　　  「これは、Jアラートのテストです。」（３回繰り返し）
　　　　　  「こちらは、ぼうさいおおたきです。」
　　　　　  （下りチャイム音）
※ Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、
　 国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。
問合せ　総務課　消防防災係　☎︎82−2111

全国瞬時警報システム（Jアラート）の
全国一斉情報伝達試験実施について
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来年度の保育園入園申請受付
　令和7年4月から新しく保育園に入園を希望するお子様の申請受付を
下記のとおり行います。令和7年度も引き続き入園を希望される方は、
保育園を通じて継続手続の書類をお配りします。

　新しく入園されるお子様を対象とした、入園説明会を2月頃に予定してい
ます。
　また、保育園では乳児保育や延長保育、休日保育の実施により、働きなが
ら子育てをしているご家族を支援しています。冠婚葬祭時や病気、けがなど
のときにお子様を一時的にお預かりする一時保育や乳児相談、園庭開放など
も行っていますので、ぜひご利用ください。

問合せ　教育委員会　教育課　保育園係　☎︎ 82−3010

《入園申請について》
○申請書等の必要書類の配付
　配付日時　10月21日（月）～11月8日（金）　9時～17時
　配布場所　つぐみの森保育園（老川・西畑地区）　　☎︎83−1411
　　　　　　みつば保育園（総元・大多喜・上瀑地区）☎︎82−5530
　　　　　　大多喜町教育委員会　教育課　保育園係　☎︎82−3010
　　　　　　※町ホームページからも申請書類をダウンロードできます。
○申請受付
　受付日時　11月11日（月）～11月15日（金）　9時～17時
　受付場所　つぐみの森保育園・みつば保育園
　持ち物　　提出書類（記入済）、認印（訂正があった場合に必要）
　※ご都合の悪い方は、上記受付日程前でも受付の対応は可能です。必ず事前に保育園へ
　　ご連絡をお願いします。

○利用要件
大多喜町に居住している、以下のいずれかの要件を満たしている方が保育園にお子様を預ける
ことができます。

　⑴　月48時間以上の就労
　⑵　出産前後である（産前6週間以内、産後8週間以内）
　⑶　病気、けがで療養中、または心身に障害がある
　⑷　同居の親族等を常時介護・看護している
　⑸　震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっている
　⑹　求職活動（起業準備を含む、認定は3ヶ月となります）
　⑺　就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）
　⑻　虐待やDVのおそれがあること
　⑼　育児休業取得中に、すでに保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　⑽　その他、上記に類する状態として町長が認める場合
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脱退時の手続きに必要なもの
●国民健康保険被保険者証
●新たに加入した社会保険などの

保険者証
●窓口に来る方の身分証明書
●脱退する方と届出される方と世帯

が異なる場合は委任状が必要

加入時の手続きに必要なもの
●社会保険資格喪失通知、または

連絡票
●加入される方全員の個人番号の

わかるもの
●顔写真付きの身分証明書
●加入する方と届出される方と世帯

が異なる場合は委任状が必要

　千葉県では、県が主体となりキョンの捕獲を行う、外来種特別対策事
業（キョン）を実施いたします。令和６年１１月から令和７年３月の間、町内
の一部地域でくくり罠を用いて捕獲を行います。罠周辺に注意看板を
設置しますので、近づかないようご注意ください。

問合せ　千葉県環境生活部自然保護課鳥獣対策班
　　　  ☎︎０４３−２２３−２０５８

　国民健康保険は加入者の国民健康保険税を医療費に充て、支えあう制度です。今後とも国
民健康保険税の納期限までの納付をお願いします。また医療費は年々増加傾向にあり、医療
費を抑制できれば、加入者の負担を軽減できることにつながります。適切な受診、ジェネリッ
ク医薬品のご利用などにご協力ください。

「必要な手続きをお忘れになっていませんか？」
１．健康保険の二重加入にご注意ください。

国民健康保険と社会保険（協会けんぽ、共済組合など）と両方の保険証がある方は、二重
加入している可能性があります。
社会保険に加入した方、もしくは家族の社会保険の扶養になった方は、国民健康保険の資
格喪失の届出が必要です。
資格喪失の届出をしないままでいると・・・支払う必要のない国民健康保険税が課税され
続けてしまいます。その反対に社会保険を脱退された方は１４日以内に国民健康保険の加
入手続きをしてください。

２．家族の社会保険（協会けんぽ、共済組合など）の扶養に入れる場合があります。
国民健康保険に加入している方の収入が少ない場合、社会保険の被扶養者として認定さ
れる場合がありますので、勤務先の健康保険担当者に確認してください。

３．国民健康保険と社会保険の保険料の算定の違い
国民健康保険税は、扶養する人が一人増えるごとに税額が増えます。
社会保険は、扶養する人が増えても保険料は変更しません。

問合せ　税務住民課　保険年金係
　　　　☎︎82−2122（内線２５０）

県によるキョンの捕獲実施のお知らせ

１１月は国民健康保険のちば国保月間です
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みんなの年金

・繰下げ受給（65歳以降に年金を請求する場合）
　年金を65歳で受けとらずに66歳以後75歳までの間で繰り下げて受給すると増額した年金を
受け取ることができ、その増額率は一生変わりません。

　
繰下げ受給額
増額率0.7％×繰り下げ申請月の前月までの月数（年間で8.4％増・最大84%増）

（請求時の年齢が66歳の場合8.4％増、67歳の場合16.8％増、68歳の場合25.2％増）

・繰上げ受給（65歳以前に年金を請求する場合）
　希望すれば60歳から65歳になるまでの間に繰り上げて受け取ることができます。ただし、
繰上げ受給を請求した時点に応じて年金が減額され、その減額率は一生変わりません。
なお、原則として老齢基礎年金と老齢厚生年金は同時に繰上げ請求をする必要があります。

繰上げ受給額
１.昭和３７年４月１日以前にお生まれの方（年間で6％減）

減額率0.5%×繰上げ請求月から65歳に達する日の前月までの月数（最大30％減）
（請求時の年齢が64歳の場合6％減、63歳の場合12％減、62歳の場合18％減）

２.昭和３７年４月２日以降にお生まれの方（年間で4.8％減）
減額率0.4%×繰上げ請求月から65歳に達する日の前月までの月数（最大24％減）

（請求時の年齢が64歳の場合4.8％減、63歳の場合9.6％減、62歳の場合14.4％減）

※どちらの場合も請求手続きを行った時点で増減率が決まります。
　手続きをする時期にご注意ください。

問合せ　千葉年金事務所　　☎︎043−242−6320
　　　　ねんきんダイヤル　☎︎0570−05−1165

年金受給の繰上げ・繰下げ
ご存知ですか

　ポリテクセンター君津は国が設置・運営する公共職業訓練施設です。
求職者の方々が再就職に有利となる専門的な知識や技能を習得するための職業訓練を無料で
行っています。
対　　　象　離職中または転職を考えている方
募　集　科　産業機械オペレーション科１月生（４か月訓練）
内　　　容　荷役機械・建設機械に関する８つの資格が取得できます。
受　講　料　無料（テキスト代等は自己負担1～２万円程度）
募集期間等　１０月７日（月）～１１月１９日（火）
　　　　　　※お申し込みは管轄ハローワークへ
見学会日時　毎週火曜日　13時～　※お申し込みはお電話で。
問合せ先　ポリテクセンター君津　訓練課　☎︎0439−57−6313（君津市坂田４２８）

あなたの就職をサポートします！
♪ポリテクセンター君津　受講者募集のお知らせ♪
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　介護保険制度は介護が必要となったときの自己負担を軽減するため、社会全体で支えていく助
け合いの精神に基づく制度です。40歳以上のすべての方に介護保険料を納めていただくことに
なっています。そのうち65歳以上の方は町に直接納付していただくことになります。納付の方法
は、年金から天引きされる特別徴収と納付書で納付する普通徴収の２種類です。
　年金が年額18万円以上の方は特別徴収になりますが、65歳になったばかりの方、他の市町村か
ら大多喜町に転入したばかりの方、年金の受給が始まったばかりの方などは普通徴収となります。
　介護サービスを利用した場合、通常はサービス利用費の1割から3割を負担しますが、保険料を
滞納すると滞納期間によって支払の方法や負担する額が変更となります。

・1年以上の滞納…………サービス費用の全額をまず利用者が負担します。
　　　　　　　　　　　　申請によりあとで保険給付分が支払われます。
・1年6か月以上の滞納…サービス利用費の全額をまず払い、その後申請によって払い戻される
　　　　　　　　　　　　金額を滞納した保険料に充てられます。
・2年以上の滞納…………サービス利用費の負担額が（1割の方は3割に）引き上げられたり、
　　　　　　　　　　　　高額介護サービス費などが受けられなくなります。

　保険料の納付が困難な場合は、ご相談ください。災害や失業など、やむを得ない理由で保険料
を納めることが難しい場合、保険料の減免や納付猶予が受けられることがあります。

問合せ　健康福祉課　介護保険係　☎︎82−2168
　　　　　　　　　　　　　　　　メール kaigo@town.otaki.lg.jp

　千葉県と県内５４市町村は、10月～12月を「県下一斉滞納整理強化期間」として、勤務先・
取引先などへの財産調査、給与・預金・売掛金・自動車などの差し押さえ、タイヤロック、自宅
などの捜索および公売を強化しています。税金は納期限までに必ず納めましょう。
　また、納税者の実情に応じた納税相談を行っています。

問合せ　千葉県茂原県税事務所収税課　☎︎0475−22−1721
　　　　　　　　　　　　大多喜支所　☎︎82−2214
　　　　千 葉 県 総 務 部 税 務 課 　☎︎043−223−2127
　　　　大多喜町役場　税務住民課　☎︎82−2122

　狩猟期間は、１１月１５日から２月１５日までです。
　狩猟者はルールやマナーを守り、安全な狩猟に努めましょう。
　器具等の消毒、泥の洗い流し等、CSF（豚熱）の感染拡大防止にご協力を
お願いいたします。また、野外で活動する方は、目立つ服装をしたり、ラジ
オなどの音の出るものを携行するなど、安全対策を心がけてください。

問合せ　千葉県環境生活部自然保護課
　　　　☎︎043−223−2972

介護保険料を納めましょう

千葉県下一斉 滞納整理強化期間
　滞納は絶対に見逃さない！

狩猟期間が始まります
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　気温や体温が下がり、空気が乾燥すると、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症などが
流行しやすくなります。もし、体調に異変を感じたら、慌てずに症状や常備薬を確認し、必要時
は医療機関を受診し、休養をとるようにしましょう。

【インフルエンザや新型コロナウイルスなどの感染症について】
■ 主な症状　37.5℃以上の発熱、咳、頭痛、のどの痛み、鼻水、関節痛、全身倦怠感など
■ 対応方法　①人混みへの外出を控え、無理をして学校や職場に行かないようにしましょう。
　　　　　　 ②咳やくしゃみがある時は、家族や周りの方へうつさないように、マスクをするな

ど咳エチケットを徹底しましょう。
　　　　　　 ③安静にして、休養をとりましょう。特に、睡眠を十分にとることや、水分をしっ

かり補給することが大切です。
　　　　　　 ④重症化リスクの高い方（高齢者、基礎疾患を有する方、妊婦など）や症状が重い

方など受診を希望される場所は、医療機関に連絡して受診しましょう。
■ 予防方法　①流行前のワクチン接種、外出後の手洗い、適度な湿度の保持、十分な休養、こま

めな換気などが有効な方法とされています。
　　　　　　 ②解熱後も数日は他の人にうつす可能性がありますので、家庭内でも発症者と接す

る際は、感染予防を心掛けてください。
■ 常備薬　　準備しておくと良い常備薬が2つあります。
　　　　　　 ①解熱鎮痛薬
　　　　　　 ②新型コロナ抗原定性キット（国が承認した「体外診断用医薬品」のもの）
■ 予防接種　①インフルエンザや新型コロナウイルス感染症の予防接種を受けることで、発症す

る可能性を減らし、発症しても重症化するのを防ぎます。なお、インフルエンザ
と新型コロナワクチンの接種間隔は定められておらず、同日に接種することが可
能です。※接種時の体調には十分ご注意ください。

　　　　　　 ②町では、高齢者に対しインフルエンザ予防接種と新型コロナウイルス感染症予防接
種、生後6か月から高校3年生相当の方までに対しインフルエンザ予防接種の費用一
部助成を行っています。対象の方には10月上旬に予診票などを郵送しました。

問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎︎82−2168

日時　11月17日（日）午後1時～3時30分
場所　ホテルポートプラザちば　2階ロイヤル
　　　〒260−0026千葉市中央区千葉港8−5
内容　講演会
　　　1　演題「Stop！慢性腎臓病をめざす～Dr.さなかの治療戦略～」
　　　　　講師　医療法人靱生会　メディカルプラザ市川駅　院長　佐中　孜　先生
　　　2　演題「CKDの食事療法～亜鉛について～」
　　　　   講師　医療法人靱生会　メディカルプラザ市川駅　管理栄養士　三村　祐子　先生
　　　3　医療相談会（質疑応答）
定員　100名
申込み方法　申込み不要　当日受付　入場無料
主催者　千葉県からの委託を受け特定非営利活動法人千葉県腎臓病協議会が実施
問合せ　特定非営利活動法人千葉県腎臓病協議会
　　　　〒260−0041　千葉市中央区東千葉2−6−1−407
　　　　☎︎043−256−4661　FAX 043−285−4730
　　　　メール chijin-kyo@coral.ocn.ne.jp

感染症の流行に気をつけましょう

第35回腎臓病を考える会
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　ファミリーサポートセンター事業とは、育児をサポートしていただける方（サポーター）の協
力により、育児のサポートを希望する方（利用者）を有料で支援するものです。
　事業開始にあたり、町ではサポーターを募集します。サポーターのみなさんには、安心して活
動できるよう、下記の日程で保育等の講習会を受講していただきます。なお、保育士等の資格を
お持ちの方は、受講が免除される内容もありますので、詳細はお問い合わせください。ぜひ参加
のお申し込みをお待ちしています。
　【おおたきファミリーサポートセンター講習会】
■ 日　時　11月11日（月）　9時30分から16時30分（昼休憩1時間）
　　 　　　11月19日（火）　9時30分から12時30分
■ 場　所　大多喜町役場　中庁舎　第4会議室
■ 費　用　無料
■ 対象者　育児をサポートしていただける方（サポーター）としての活動に興味がある方
■ 内　容　安全講習、こどもの世話や遊びの方法など
■ 申込み　11月5日（火）までに健康福祉課へお申し込みください。
　問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎︎82−2168

おおたきファミリーサポートセンターの開始にあたり
サポーターを募集します

　10月から、高齢者新型コロナ
ウイルス感染症予防接種の費用の
一部助成が開始されました。下記
の医療機関は高齢者新型コロナウ
イルス感染症予防接種の夷隅管内
相互乗り入れ協力医療機関です。
高齢者新型コロナウイルス感染症
予防接種は予約が必要な場合があ
るため、接種を希望する方は必ず
事前に医療機関への連絡をお願い
いたします。

問合せ
　健康福祉課　保健予防係
　☎︎82−2168

高齢者新型コロナウイルス感染症予防接種の契約医療機関

市町村 医療機関 電話番号

大多喜町

大多喜整形外科 82−5575
大多喜病院 82−2714
小髙外科内科 82−2511
川崎病院 82−2008
君塚医院 83−0012

いすみ市

大原医院 62−2221
大原クリニック 60−4800
大原台クリニック 62−9500
北村整形外科 63−0511
斎藤医院 63−1821
外房こどもクリニック 80−2622
ひあり内科医院 60−1266
岬病院 87−7811
もりかわ医院 87−3347
吉田外科内科 87−5835

勝浦市

川上医院 76−0301
塩田病院 73−1221
国民健康保険勝浦診療所 77−0331
長島医院 76−0052

御宿町 千代田健康開発事業団付属診療所 68−8222

【高齢者新型コロナウイルス感染症予防接種契約医療機関一覧】
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　マイナンバーカードの申請を希望される方で、ご本人が手続きをすることが難しい場合には、
職員が施設やご自宅に伺って申請の手続きを行うことが出来ます。
　ご利用の方は、訪問を希望される日の1週間から2週間前に税務住民課住民係までご連絡ください。
　なお、病院や老人ホームなどの施設への訪問を希望される場合、ご本人以外の方の立会をお願
いする場合があります。また、面会および職員の同行が可能かについての確認も併せて
お願いしておりますので、ご了承ください。詳しい手続きは以下の通りです。

①税務住民課住民係に訪問希望の電話をする（希望日の1週間～2週間前）
②日程を調整後、職員と共に施設に訪問し写真撮影や書類の記入をする
→約1ヶ月後にマイナンバーカードが完成、受取りをする

マイナンバーカード時間外窓口について
　11月の時間外窓口は以下のとおりです。予約制となっておりますので、希望される方は税務住
民課住民係までご連絡ください。
　また、役場本庁では平日は予約なしでマイナンバーカードの申請・受取りなどの手続きができま
す。出張所においてもマイナンバーカードの申請を受付けておりますので、ぜひご利用ください。
　なお、マイナンバーカードは申請から受取りまで約1ヶ月かかります。
　作成を希望される方はお早めの手続きをお願いいたします。

時間外窓口　※予約制
開設日 受付時間 予約

11月10日（日） 9：00～12：00 必要

問合せ　税務住民課　住民係　☎︎82−2114

マイナンバーカードの申請を希望される方へ
施設・自宅に職員が手続きに伺います

　警視庁の統計によると、令和5年に自ら命を絶たれた方は、全国で２万1837人であり、近年は
2万人前後で推移しています。これは、1日に約60人、24分に一人の方が自ら命を絶っているこ
とになります。
　ここ最近のあなたのこころの状態はいかがですか。さまざまな生活体験の中で受けるストレス
に対して、あなたに合った解消法を見つけましょう。スポーツや、趣味、レジャーなどが有効で
す。休養もしっかり取りましょう。
　もし、あなたが悩みを抱えていたら、ぜひ相談してください。また、あなたの大切な人が悩み
を抱えていることに気づいたら、声をかけてみてください。
　町では「こころの健康相談」を開設しています。精神保健福祉士、社会
福祉士の資格を有する相談員が24時間あなたの悩みに耳を傾けます。フ
リーダイヤルのため通話料はかかりません。秘密は守られますので、ご安
心ください。

☎0800−800−5077
問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎︎82−2168

あなたのこころ、元気ですか？
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ホームページ

　いすみ鉄道に乗ってローカル線いすみ鉄道を支援!!
　下車した駅から晩秋の里山をゆっくりと訪ね歩く、里山ハイキングです。
　今回は、竹灯籠製作体験やモッツァレラチーズの実演見学、季節野菜の収穫体験のほか歴史的
に貴重な建物や蜂蜜工房の見学など、体験型のコースとなっていますので、ぜひご参加をお待ち
しております。
　参加者には参加するたびにポイントがつき、３回目には記念のオリジナルバッチがプレゼント
されます。
　大原駅からいすみ鉄道乗車して集合場所の大多喜駅へ向かう方、マイカーで来て大多喜駅から
いすみ鉄道に乗車される方、参加の方法は自由です。スタッフが集合場所の大多喜駅から同乗
し、全行程随行いたしますので安心です。
　今回のコースは、12月1日(日）に開催します。
　詳しいことは、募集チラシや観光協会のホームページをご覧ください。
応募締切　11月２３月まで
問合せ・申込み　一般社団法人　大多喜町観光協会
　　　　　　　  ☎︎０４７０−８０−１１４６　ＦＡＸ ０４７０−８２−６８６０

毎回ご好評の
いすみ鉄道里山ハイキングin大多喜（体験型）を

１２月に開催いたします

■ 入学資格　社会参加意欲のある、千葉県在住の55歳以上の方
■ 募集期間　令和６年１１月１日（金）～１２月２０日(金)
■ 願　　書　ホームページからダウンロードできるほか、生涯大学校各学園、各市町村高齢者
　　　　　　 福祉担当課、県各地域振興事務所、県庁高齢者福祉課で配布しております。
　　　　　　※願書の郵送希望者は、１８０円切手を貼った返信用封筒（角２）を同封し、下記へ郵送
　　　　　　 してください。
問合せ　〒260−0801　千葉市中央区仁戸名町666−2
　　　　千葉県生涯大学校事務局　☎︎043−266−4705

日時　１１月１６日（土）１０：００～１６：００　　
場所　外房学園茂原校舎　茂原市本小轡３１９−１
入場　無料
展示　手芸作品（パッチワーク）、立体折り紙、竹の彫刻　その他を予定
販売　野菜、花苗、焼芋　その他を予定
体験　スポーツ吹矢、陶芸体験、名刺作成　その他を予定
芸能　民謡、民謡踊り、落語、南京玉すだれ、ハーモニカ、傘回し　その他を予定
問合せ　千葉県生涯大学校外房学園　☎︎０４７５−２５−８２２８

　国内で取り扱われている化学物質の中には、危険性や有害性を持つ物質が多くある
ため、労働者が安全に働けるように化学物質規制があります。労働安全衛生法関係法
令の改正により、令和6年4月から職場での化学物質規制が大きく見直しとなっていま
す。詳しくは、労働安全衛生総合研究所ホームページをご覧ください。
問合せ　事業者のための化学物質管理無料相談窓口
　　　　☎︎050−5577−4862

令和７年度千葉県生涯大学校学生募集

千葉県生涯大学校　外房学園祭

国内での化学物質規制が大きく見直しとなりました
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67億 7,898万1千円
（前年度比 3.6％増）

一般会計

（★印は自主財源）

令和５年度一般会計および特別会計４会計の決算概要をお知らせします。

歳入 64億 4,633万8千円
（前年度比 8.5％増）歳出

このような事業に使われました歳入の内訳

依存財源
57%

★自主財源
43%

★ 町　　　税 11億5,049万4千円（17.0%） 費議　会　 7,456万9千円（1.2%）

費総　務　 17億7,970万円（27.6%）
等

各種交付金
譲 与 税 4億5,408万6千円（6.7%）

費民　生　 14億7,545万9千円（22.9%）
地方交付税 21億6,535万円（31.9%）

費衛　生　 5億7,283万9千円（8.9%）
★ 分担金および
負　担　金 7,320万円（1.1%）

農林水産業費 3億4,387万1千円（5.3%）
★ 使用料および
手　数　料 8,844万5千円（1.2%）

費商　工　 2億6,028万4千円（4.0%）

国県支出金 8億8,503万9千円（13.1%）
費土　木　 3億3,899万6千円（5.3%）

★ そ　の　他（寄附金、諸収入、
  財産収入）

8億5,142万4千円（12.6%）
費消　防　 2億7,180万4千円（4.2%）

★ 繰　入　金 1億7,540万3千円（2.6%） 費教　育　 5億1,174万2千円（7.9%）

★ 繰　越　金 6億14万円（8.9%） 費災害復旧 3億4,807万8千円（5.4%）

町　　　債 3億3,540万円（4.9%） 費公　債　 4億6,899万6千円（7.3%）

・地域通貨事業
・障害者福祉事業
・常備消防負担事業
・環境センター運営事業
・町道維持管理事業
・保育園管理運営事業
・面白峡遊歩道整備事業
・公共土木施設災害復旧事業（町道・河川）
・農林施設災害復旧事業（農地・農業施設）

5億4,514万8千円
2億9,617万円
2億1,278万円

1億6,123万1千円
1億458万7千円
9,670万3千円

6,666万円
2億8,508万7千円

6,299万1千円

令和5年度  町の決算のお知らせ
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★ 繰　入　金 1億7,540万3千円（2.6%） 費教　育　 5億1,174万2千円（7.9%）

★ 繰　越　金 6億14万円（8.9%） 費災害復旧 3億4,807万8千円（5.4%）

町　　　債 3億3,540万円（4.9%） 費公　債　 4億6,899万6千円（7.3%）

・地域通貨事業
・障害者福祉事業
・常備消防負担事業
・環境センター運営事業
・町道維持管理事業
・保育園管理運営事業
・面白峡遊歩道整備事業
・公共土木施設災害復旧事業（町道・河川）
・農林施設災害復旧事業（農地・農業施設）

5億4,514万8千円
2億9,617万円
2億1,278万円

1億6,123万1千円
1億458万7千円
9,670万3千円

6,666万円
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6,299万1千円

令和5年度  町の決算のお知らせ鉄道経営対策事業基金 国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険

歳　入 13万5千円 10億8,820万1千円 1億4,721万円 12億414万4千円

歳　出 13万5千円 10億7,382万8千円 1億4,705万3千円 11億2,654万3千円

■ 特別会計４会計の決算は次のとおりです。

令和５年度企業会計決算のお知らせ

土　地 2,351,069㎡

建　物 61,641㎡

出資金 5億3,001万4千円

基　金 36億9,617万1千円

■ 土地・建物などの財産の状況は次のとおりです。
土　地……学校用地、庁舎用地、各町有施設用地、町有林等 
建　物……小中学校、庁舎、町営住宅、各町有施設等
出資金……南房総広域水道企業団などへの出資
基　金……財政調整基金や各目的基金

町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 − 15% 20%

連結実質赤字比率 − 20% 30%

実 質 公 債 費 比 率 3.7% 25% 35%

将 来 負 担 比 率 − 350%

■ 財政健全化に関する指標

上記４指標とも早期健全化基準以下となり、健全段階にあります。

問合せ　財政課　財政係　☎︎82−2152

水道事業会計決算の認定

経営健全化に関する指標

水道事業の数値 基　準
−%（0%未満） 20%

■資金不足比率
※資金不足比率が基準以上の場合、経営健全化

団体となります。

収　入 4億9,883万8千円
支　出 4億9,690万9千円
差　引 192万8千円

■収益的収支
収　入 6,132万2千円
支　出 2億2,931万6千円
差　引 △1億6,799万3千円

■資本的収支

（損益勘定留保資金で補填）

82−2152問合せ　財政課　財政係　
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戦没者遺骨を
ご遺族のもとへ ！

戦没者の

ご遺族の皆さまへ

厚生労働省は先の大戦によって海外や沖縄 、硫黄島で
亡くなられた戦没者のご遺骨の身元を特定して
ご遺族のもとへお返しするため、ＤＮＡ鑑定を実施しています。

戦没者遺骨の身元特定のためのDNA鑑定申請のご案内

（50音順 ）
※令和6年3月末時点の状況 。
　他の地域もご遺骨の検体が採取され次第鑑定を実施します。

DNA鑑定料は国が全額負担します

・硫黄島
・インド
・インドネシア
  （西部ニューギニア含む）
・沖縄
・樺太
・旧ソ連等
　 旧ソ連、モンゴル
・タイ
 

・中部太平洋地域
ウエーク島、ギルバート諸島、
トラック諸島、パラオ諸島、
マーシャル諸島、 マリアナ諸島、
メレヨン島

・東部ニューギニア
・ノモンハン
・ビスマーク・ソロモン諸島
・フィリピン
・ミャンマー（ビルマ）

現在、右記の地域の
戦没者のご遺族からＤＮＡ鑑定の
申請を受け付けています。
厚生労働省が遺骨収集を行って
ご遺骨の検体（DNA鑑定に使用する部位）を
保管している地域
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提供いただいた検体を、厚生労働省から鑑定機関に
お渡しし、ご遺骨とのDNA鑑定を行います。

鑑定にはある程度期間を要します。

　町では老川、西畑、総元、大多喜、上瀑地区に建立された戦没者慰霊碑の巡拝を挙行しています。
　これは年々高齢化するご遺族の皆様に、遠路ご足労いただくことなく戦没者の追悼と恒久平和を祈念するために大多喜町
遺族会のご協力のもと実施しているものです。
　今年度も以下のとおり慰霊巡拝を挙行しますので、戦没者ご遺族の皆様のご参加をお願いします。
開催日　１１月１３日（水）雨天決行
開催日程 老川地区慰霊碑参拝

（旧老川小学校校庭下）
9:20～9:35

―
西畑地区慰霊碑参拝
（西小学校校庭脇）

9:45～10:05
―

総元地区慰霊碑参拝
（部田徳性寺境内）

10:15～10:30

大多喜地区慰霊碑参拝
（夷隅神社境内）
10:40～11:00

―
上瀑地区慰霊碑参拝

（大宮神社下）
11:10～11:30

服装等　当日は紺系統の平服で、白ワイシャツまたは白い襟付きのシャツ（ブラウス）、男性は黒ネクタイ着用でご参加ください。
問合せ　健康福祉課　社会福祉係　☎︎82−2168

大多喜町戦没者慰霊巡拝のお知らせ

戦没者遺骨の身元特定のためのDNA鑑定申請のご案内
申請できる方

問合せ

申請方法

ＤＮＡ鑑定にかかる費用負担

申請書提出先（宛先） 

ＤＮＡ鑑定の流れ

P18の地域の戦没者の　●配偶者　●子　●父母　●孫　●兄弟姉妹　●甥
おい

　●姪
めい

　など関係のご遺族が
複数おられる場合は、遺族間の総意をできるだけとりまとめ、代表者が申請書を提出してください。

Q . よくあるご質問 A. 回答

戦没地が分からないのですが、
申請できますか？

申請できます。申請書に、戦没者の「氏名」「生年月日」や「本籍地」の情
報をお分かりになる範囲でご記載ください 。

厚生労働省が保管する記録資料等との照合調査を行い、DNA鑑定
実施の可否を判断します。

検体提供者を誰にすればよいか
分かりません。 

厚生労働省の担当者がご親族の状況などお話を伺いながらご説明いた
します。まずはお電話でご相談ください 。

｢DNA鑑定申請書｣に必要事項を記載し、下記
の申請書提出先に ①メール ②FAX ③郵送 の
いずれかで提出してください｡
｢DNA鑑定申請書｣は厚生労働省にお電話で
請求できます。ホームページからもダウン
ロードできます。

DNA鑑定料は国が全額負担します。
鑑定料の請求について厚生労働省からご遺族にご連絡することはありません。
申請書の提出、検体採取キットおよび同意書の返送の際の郵送料は自己負担になります。

申請書に基づき、DNA鑑定実施可能と
判断されたご遺族へ、DNA鑑定実施の
同意書と検体採取キットをお送りします。

キットは申請書に記載された検体提供者
の住所へ直接お送りします。

検体提供者ご自身が、送付されたキットで検体を採取
（専用の綿棒で口の頬の内側の粘膜を採取する簡単なも
の）し、検体と同意書を厚生労働省に郵送いただきます。

キットでの検体採取はご自宅でできます。

①メール　dnakantei@mhlw.go.jp 
②ＦＡＸ　０３−３５９５−２２２９
③郵　送　〒100−8916
　　　　　東京都千代田区霞が関1−2−2
　　　　　厚生労働省社会・援護局事業課
　　　　　戦没者遺骨鑑定推進室

申請についてお悩みの方や、戦没地がご不明の方もまずはお電話ください。
☎03−3595−2219 （厚生労働省のDNA鑑定担当に直接繋がる番号です）



　１１月は「動物による危害防止対策強化月間」です。次のことに注意して、動物による事故や
迷惑を防止しましょう。

●人が犬にかまれる事故が、令和５年度は県内で２２３件発生しました。
・飼い犬が人をかんだ時は保健所へ届け出し、かんだ犬が狂犬病の疑いがないかどうか獣医師の

検診をうけさせることが必要です。
・犬を飼う場合には、事故を起こさないようなしつけ、飼い方をすることが重要です。
　また、門や玄関から犬が飛び出さないよう注意してください。
・公園なども含め、犬の放し飼いは禁止されています。散歩は犬を制御できる人が、短い引き綱

で行いましょう。
　
●狂犬病は人にもうつり、発症するとほぼ１００％死亡する恐ろしい病気です。

家族や愛犬を守るため年１回の狂犬病予防接種を行いましょう。
犬の登録と年１回の狂犬病予防接種は、法律に定められた飼い主の義務です。

●ワニや一部のサル・ヘビなどの危害を加えるおそれのある危険な動物（特定動物）は、法律に
より原則飼うことが禁止されています。

●猫は屋内で飼いましょう。糞尿や鳴き声による被害を防止でき、感染症等の危険から猫や人を
守ることができます。また、地域猫活動等で屋外にいる飼い主のいない猫の世話をする場合に
は、特に過度のふれあいは避け、かまれたりひっかかれたりしないように注意しましょう。

問合せ
　夷隅保健所（健康福祉センター）　　　☎︎７３ー０１４５
　千葉県動物愛護センター　　　　　　　☎︎０４７６−９３−５７１１
　千葉県動物愛護センター　東葛飾支所　☎︎０４−７１９１−００５０
　公益財団法人千葉県動物保護管理協会　☎︎０４３−２１４−７８１４

　千葉県動物愛護センターおよび同東葛飾支所では、
「犬の正しい飼い方・しつけ方教室」を定期的に開催
しています。また、学校の授業や地元の勉強会等に
講師を派遣して、動物愛護、犬・猫の正しい飼い方、
犬のしつけ方および動物由来感染症等に関する講演
をおこなっています。

　動物を飼う前に考えてほしいこと、動物と暮らすときに気をつけてほしいことな
どについて、１５のテーマ別に動画を制作しましたので、ぜひご覧ください。

千葉県動物愛護センター公式YouTube
https://www.youtube.com/playlist?list=PLko8PH5Iw4A
pfWmb6P_b0KUf591UTuVjY

動物による危害防止対策強化月間
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　大多喜町では、アライグマ・ハクビシン・タ
ヌキの三種の小型獣が有害鳥獣に指定されてい
ます。捕獲数はR1年に471頭、R3年には526
頭、R5年に625頭と年々増加しています。
　アライグマ・ハクビシンともに雑食性で果実
や野菜を食害し、2か月の妊娠期間で平均3～5
頭を産み、特に3～5月ごろ出産のため人家に
入り込んで被害を出す傾向があります。
　双方とも外来種であり、日本固有の希少な昆
虫やカエルなども食べ、在来種であるタヌキや
アナグマの居場所をなくしてしまいます。緑豊
かで貴重な絶滅危惧種も多く生息している大多
喜町の自然環境にとって、これら外来生物が生
態系に与える影響も甚大です。

令和6年10月２４日【第4号】
大多喜町役場農林課農政係
地域おこし協力隊　渡邊未来獣害対策新聞大多喜町

❶生ごみ類や落果の徹底管理　生ごみや落ちた果実
はニオイが出ない状態で管理し、燃えるゴミへ。共
用のゴミ捨て場も二重ネットをかけ、できれば箱型
でロックできるタイプに変更を

❷空き家や倉庫の点検　3～5月ごろ出産するため、
居つかれないよう2月から定期的に点検を。痕跡が
あれば追い出す

❸ペットは外でなく家の中へ　外にあるペットフード
を食べにくる動物から、ペットに虫がうつり感染症
にかかることも

ご家庭でできる小動物対策

　農作物を守る場合は、畑を電柵やネットで防
護したうえで近くにオリわなを置き、間引いた
農作物や甘いスナック菓子などのエサを入れて
捕獲します。
　人間の出す生ごみにも引き寄せられます。特
にアライグマは手先が器用で力もあり、ゴミ箱
のフタは重石をのせた程度では簡単に開けられ
てしまいます。生ごみは外に出さないのが一番
ですが、外に置くゴミ箱は確実にロックできる
タイプにしましょう。
　地面に落ちたままの柿・栗・梅・ゆずなどを
食べられることは、気づかないうちに餌付けを
してしまうことになります。大型獣の出ない住
宅エリアでも、放置果樹をそのままにしている
と、爆発的に害獣が増えていきます。

無自覚な餌付けをストップ ご近所同士の連携でエサを減らそう
　山にいる大型獣とちがい、住宅エリアでは一
度居つかれると捕獲が難しくなります。居つか
せない・増やさないためにはエリア全体でエサ
をなくす＆減らすことが大切で、これにはご近
所同士の連携が非常に強力な対策になります。
日常のご挨拶ついでに、獣害対策について話し
合ってみるのはいかがでしょうか。

町
の
捕
獲
状
況

　稲刈りが無事終わってひと安心もつか
のま、今度は二番穂をねらってサルやイ
ノシシがやってきます。エサの場所を覚
えられないよう、早めに鋤込むことが、
来期の被害予防に有効です。

種類 R6年8月 前年同月
イノシシ 192頭 204頭

シカ 37頭 38頭
キョン 46頭 57頭
サル 15頭 30頭

民家にアライグマ・ハクビシン 菜園もゴミ箱も荒らす

獣害対策について知りたい情報や実施しているコツなどがありましたら、精査後こちらで記事にいたしますので、ぜひご意見をお寄せください。

↑ブルーベリーの枝に登るアライ
グマ。目の周りの黒いマスクと、し
ましまの太い尻尾が特徴

↑タケノコをさがすハクビシン。鼻
からのびる白いタテ線と、長くて先
端が黒いしっぽが特徴
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　町民または町民となる方が住宅の新築、改修等をされる際にご活用いただける支援制度の概要
をご案内します。
　各種支援制度を活用するには諸条件がありますので詳細はお問合せください。

※内容についての問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合　☎︎０４７０－８６－６６００

※新築住宅取得の助成額については、次の各条件を満たしている場合は基本額の30万円にそれぞ
れ加算いたします。

▶申請者または同居する配偶者の年齢（当該年度の4月1日現在）が45歳以下の場合：20万円
▶町外から転入された場合：20万円加算（転入条件がありますのでお問合せください）
▶町内の建設業者が建築をした場合：30万円加算

※各種助成制度はそれぞれの予算額に達した時点で受付を締め切りますのでご承知ください。

問合せ　建設課　管理係　☎︎82－2115

各種住宅助成制度の概要
区　分 助　成　額 申請時期 助　成　要　件

住宅リフォーム
リフォーム工事費用
の1/10または20万
円の低い額

工事着工前

工事費用20万円以上の住宅リフォーム
工事で町内施工業者が行うもの。町税
等の滞納がないこと。
（注意）補助金申請前に行った工事は
補助の対象になりません。

新築住宅取得 30万円～100万円
（基本額30万円）

住宅取得後
1年以内

　50㎡以上の新築住宅（建替え含む）
を取得した方で町税等の滞納がないこ
と。

木造住宅耐震診断 耐震診断費用の1/2
または4万円の低い額 診断実施前 　昭和56年以前に建築された木造住宅

の耐震診断

木造住宅耐震改修
耐震改修工事費用の
1/3または30万円の
低い額

工事着工前

昭和56年以前に建築された木造住宅で
耐震診断の結果総合評点が1.0未満の住
宅で改修工事後の総合評点を0.3以上向
上させ、0.7以上の総合評点となる改修
工事を町内建築業者等が行う場合

（議決年月日：令和６年８月30日）
議案番号 件　　　　　名 議決結果
議　案
第８号 令和６年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議　案
第９号

令和５年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計歳入歳出決算認定に
ついて 認　　定

議　案
第10号 財産の取得について（水槽付消防ポンプ自動車） 原案可決

議　案
第11号 財産の取得について（災害対応特殊救急自動車） 原案可決

住宅助成制度についてご案内

令和６年第２回夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会定例会会議結果
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　１１月９日（土）から１１月１５日（金）まで『守りたい　未来があるから　火の用心』をスロー
ガンに「秋の全国火災予防運動」が実施されます。
　消防本部では、住宅火災を防ぐポイントを作成し、火災予防を呼びかけています。
◎　たばこによる火災を防ぐポイント
　・寝たばこは絶対にしない　・喫煙したままのうたた寝に注意する
　・吸い殻を灰皿にためない　・吸い殻は水で完全に消してから捨てる
　・火種を落とさないように喫煙する
◎　ストーブによる火災を防ぐポイント
　・周囲に燃えやすいものを置かない　・外出時や就寝時は必ず消す
　・給油は必ず消してから　・ストーブの近くで洗濯物を乾かさない
◎　電気コード等による火災を防ぐポイント
　・家具などの下敷き、折れ曲がりに注意する　・コードを束ねたまま使用しない
　・延長コードは決められた容量内で使用する

住宅用火災警報器を設置しましょう！
　住宅用火災警報器は、煙や熱を感知して、警報音等で火災の発生を知らせてくれる機器です。住
宅用火災警報器を設置することで火災を早期に発見し、速やかな通報や消火、避難が可能となり、
被害を防止・軽減することができます。
　尊い生命や家族の思い出を火災から守りましょう。

問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　　　　予防課　☎︎０４７０－８０－０１３２

①空き家を狙った金属類の盗難に注意！
　大多喜町内で空き家を狙った室外機等の金属類の盗難被害が発生しているので、対策を講じて
盗難を防ぎましょう。

空き家の防犯対策として
・防犯カメラやセンサーライトなどの防犯機器を活用する。
・窓等は常に施錠し、窓ガラスを割れにくいものに変える。
・庭木の手入れをし、郵便受けの片付けをするなど放置されていない状態にする。
・定期的に訪れ、近隣住民の方と連携し、不審者（車）を見かけた際は連絡してもらう体制を築く。
などがあります。
不審者や不審車両を見かけた際は、警察に通報しましょう。

②ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺に注意！！
県内でＳＮＳを悪用した投資詐欺、ロマンス詐欺の被害が急増しています。
「有名人をかたる投資の広告」「ダイレクトメッセージでのお金の話」
これは詐欺です！
ＳＮＳやマッチングアプリなどをお使いの方は、特にご注意ください。
詐欺の手口を知って、自分と周りの人を守りましょう。

連絡先　勝浦警察署　生活安全課　☎︎０４７０－７３－０１１０

火災から尊い生命を守ろう！

勝浦警察署からのお知らせ　～安全安心な暮らしのために～
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　時下、源泉徴収義務者の皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、この度、茂原税務署では年末調整説明会を下記により開催いたします。
　本年は例年とは異なり、定額減税を踏まえた年末調整を行う必要がありますので、是非ご出席
いただき、円滑な年末調整事務の一助にしていただければ幸いです。

　大多喜町では、プラマーク製品のリサイクルを推進するため、プラマーク製品の分別収集を実
施しています。
　令和5年度の町全体の家庭から出る燃えるごみは年間1,280トンで、このうちプラマーク製品
をリサイクルすることで、約30トンの燃えるごみが削減されます。

○プラマーク製品のリサイクルをスムーズに行うために以下の点にご協力ください。
　汚れていたり、「プラマーク製品」外のものが入っていた場合、「プラマーク製品」としてリサ
イクルされず、「可燃ごみ」または「その他不燃ごみ」として処理されます。
 「プラマーク製品」として多く処理するため、次の事に注意して出してください。
・中身を使い切る。
・汚れているものは水洗いをする。
　汚れた容器や包装が混じっていると、他のものまで汚してしまい、新たな原料等としてリサイ

クルできません。
・汚れをふきとリ、軽くすすいでください。
・すすいだ後、乾かして出すのがベストですが、よく水切りしていれ

ば構いません。
・「ペットボトル・プラマーク製品・食用廃油」の日に、透明な袋か町

指定袋で出してください。その際、レジ袋などを使って２重・３重
袋にして出してしまうと、中身を確認しづらくなります。透明な袋
か町指定袋に直接入れてください。

 「プラマーク製品」の出し方にご協力をお願いします。

問合せ　環境水道課　環境センター係　☎︎83－0331

 【会場：茂原税務署２階会議室】　
日程　：令和6年11月26日(火)
時間　：午前の部  10：00～11：30　
　　　　午後の部  14：00～15：30
場所　：茂原税務署2階会議室
定員数：各回30名程度　

 【会場：いすみ市役所大原庁舎】
日程　：令和6年11月18日(月)　　
時間　：10：30～12：00　　　　
場所　：いすみ市役所大原庁舎
　　　　３階301会議室
定員数：30名程度　

　詳細は茂原税務署源泉所得税担当までお問い合わせください。
☎︎0475－22－2166（音声ガイダンスに従い２番を押してください）

 茂原税務署からのお知らせ
≪令和6年分　年末調整説明会のご案内≫

プラマーク製品（資源プラ）のリサイクルに
ご協力ください！

「プラマーク」の印
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１１月１１日は「介護の日」です

はつらつ支援ボランティア養成講座の開催について

　介護の日は、介護について理解を深め、介護サービスに従事
されている方や介護サービスの利用者とその家族などを支える
とともに、地域の支え合いや交流を促進する観点から、国民へ
の啓発を重点的に実施するための日として定められました。
　介護は誰にとっても身近なものです。介護を必要とする人や
介護の仕事をしている人だけでなく、地域に暮らす一人とし
て、この機会にそれぞれの立場で「介護」について考えるきっ
かけとしましょう。
　地域包括支援センターには、専門的な知識と経験をもつ看護師、社会福祉士、主任介護支援専門
員が所属しております。それぞれ連携を図りながら高齢者のみなさんが住み慣れた地域で暮らし続
けられるよう、さまざまな相談に応じています。介護・福祉・医療に関することなど、どこに相談
していいか分からない場合、まずは地域包括支援センターにご連絡ください。

問合せ　地域包括支援センター（健康福祉課　介護保険係）
　　　　☎︎８２－２１６８　メールアドレス　kaigo@town.otaki.lg,jp

地域包括支援
センター
だより
No.185

　高齢者の健康づくりを推進するはつらつ支援ボランティアの養成講座を下記のとおり行います。
　養成講座では、高齢者の特徴を踏まえ、運動、低栄養予防および認知症予防などの講義や実技
を行います。受講後は、高齢者の健康づくり普及のための活動をサポートします。
　地域のため、自分自身のために受講してみませんか？お申込みお待ちしています。
＜日　時＞　１２月３日（火）　６日（金）　９日（月）　１３日（金）の４日間
　　　　　　１０時～１５時まで（お昼休憩あり）
　　　　　　※１２月９日（月）のみ１５時３０分までとなります。
＜申込先・問合せ＞　健康福祉課　介護保険係　大多喜町地域包括支援センター
　　　　　　　　　　☎︎８２－２１６８（内線２６７）１１月２６日まで受付
＜活動の内容＞　体操や筋トレ、脳トレレク、季節の行事など多彩なプログラムで、
　　　　　　　　参加者もボランティアも楽しく活動しています♪

広報おおたき No.674　R6.10.2425



★１１月１４日(木)　トレーニングトット
・内容・・・３Ｂ体操で遊ぼう
・場所・・・みつば保育園遊戯室
・時間・・・１０時～１１時３０分　

★１１月２１日(木) トットくらぶ
・内容・・・お買い物ごっこ
・場所・・・みつば保育園ひだまり
・時間・・・１０時～１１時３０分

★１１月１９日(火)　ミニトット
・内容・・・誕生会、お料理教室
・場所・・・みつば保育園ひだまり
・時間・・・１０時～１１時３０分

子育て通信　No.126 みつば保育園

みつば保育園の４歳児そらぐみは、男の子１０名、女の子９名の計１９
名、元気いっぱいにぎやかクラスです！憧れの年長組さんの偉大な背
中を追いかけ、プール・川遊び・運動会といろいろなことに挑戦して、
心も体も大きく成長しています！

大好きなお友だちといっぱい遊んで、いっぱいけんかもして、全力
で楽しんでいきたいと思います。ＧＯ！ＧＯ！そらぐみ！！

　問合せ
　　ひだまり(みつば保育園)　　　☎︎82－5530
　　あおぞら(つぐみの森保育園)　☎︎83－1411

子育て支援センターからのお知らせ

ＧＯ！ＧＯ！そらぐみ！！
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６年　三上　泰
たい

知
ち

 さん

６年　西尾　千
ち さ と

里 さん

　ぼくの夢は、柔道のオリンピッ
ク選手になることです。強くなっ
て、自分の技でみんなのことを楽
しませたいです。ぜったいに世界
一になります。

　わたしの夢は、メイクアップ
アーティストになることです。理
由は、美容に関係するものが好
きだからです。仕事を通じ、メイ
クした相手を喜ばせたいです。

11111111

■ 返却ボックスをブックランドオリブ内に設置
　おおたきショッピングプラザ内ブックラン
ドオリブ様のご協力により、大多喜図書館
の資料を返却できる返却ポストを設置させ
ていただきました。ぜひ、ご利用ください。
■ セカンドブック
　絵本を介して親子の絆を深めるための
ブックスタート（絵本の無償提供）を乳幼
児相談時に母子保健事業と連携して実施
中です。
　これに続いて町内の3歳児に親子で図書
館にお越しいただき2冊目のすてきな絵本を
プレゼントするセカンドブックを実施中です。
3歳児検診時に配付した引換券をお持ちに
なり、図書館へお越しください。「ぐりとぐら」
｢だるまちゃんとてんぐちゃん｣｢わにわにの
おふろ｣｢しょうぼうじどうしゃ、じぷた｣「ぐる
んぱのようちえん」と「こすずめのぼうけん」
の中から、1冊プレゼントいたします。
■ 読み聞かせボランティア募集中
　絵本の読み聞かせに興味をお持ちの方
は図書館までご連絡ください。
問合せ　大多喜図書館　☎︎82－2459

図書館からの
お知らせ

４歳 寉岡 怜
れ ん と

叶 ちゃん
船子

ひとことメッセージ
　4 歳のお誕生日おめでとう☆
　毎日、パワー全開！元気もり
もり！
　大きくなったら「おまわりさん
になりたい」。れんとらしく、
やりたいことたくさんできるよう
に応援するね！これからも、元気
いっぱいお姉ちゃんお兄ちゃん
と遊ぼうね。

メールからの応募

お子さんの素敵な笑顔を大募集！
（対象 : 小学校入学前までのお子さん
と、そのご兄弟）
お名前、年齢、おところ、電話番号、
70 文字程度のメッセージを記入のう
え、写真を添えてお寄せください。

問合せ
総務課　文書広報係　☎ 82 − 2111
メール　soumu2@town.otaki.lg.jp
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けんこうコラム No.7

　11月８日はいい歯の日　　～歯周病を予防してお口の健康を守りましょう～
「歯周病ってよく聞くけど詳しくは知らない」「深刻な病気ではないだろう」と思っている方はいません
か？実は、歯周病は、大多喜町でも罹患者が多いとされている「糖尿病」とも関連があることがわかっ
ています。知らないと怖い、歯周病。今月は、歯とお口の健康維持について取り上げます。

歯周病ってどんな病気？
　歯周病の原因は、歯の表面に付着している「プラーク」、いわゆる磨き残しの歯垢です。プラークの
中で、「歯周病菌」が増殖し、歯と周辺組織に炎症が起き、重症化すると歯の土台となる骨が破壊さ
れ、歯を失うこともあります。

どんな人がかかりやすいの？
　働き盛りの30～60代の歯周病の有病率が
高い傾向にあります。特にも、歯周病は痛みな
どの自覚症状が乏しいので気づきにくく、働
き盛り世代では、忙しさにかまけて、歯科受診
は後でいいかと、つい後回しになってしまった
りと、見つかるのが遅くなるケースも多いで
す。

糖尿病と関連があるって本当？
　糖尿病になると、一般の人と比べて2.6倍も歯周病にかかりやすくなるという研究データもありま
す。それは、糖尿病によって、①口腔内の環境の変化や、②感染しやすい状態、③高血糖下における炎症
増幅などがあるためです。
　一方で、歯周病が糖尿病の悪化にもつながると考えられています。歯周病になると、歯ぐきの中で作
り出される炎症物質が血液を介してインスリンの効きを悪くするので、糖尿病に悪影響を及ぼす可能
性があるためです。
　このように、糖尿病と歯周病は切っても切れない関係にあります。

セルフケアと定期受診で歯周病を予防しよう！
　プラークは、水や洗口剤などで口をすすぐだけでは除去できません。しかし、歯磨き（ブラッシング）で
簡単に取り除けるため、日々のブラッシングが大切です。
　また歯科医院で歯石の除去をすることも大切です。年に２回以上は歯科医院を受診するのがおすす
めです。大多喜町では歯周病検診を実施していますので、詳しくは町のホームページをご覧ください。
　　　　　　　　
参考：日本歯科医師会ホームページ、サンスターホームページ

問合せ　健康福祉課　保健予防係　 ☎︎82－2168

広報おおたき No.674　R6.10.24 28



健康事業の予定をおしらせします。

12 月
11 月

▼

けんこうカレンダー

問合せ　〒299-5235　勝浦市出水1224　夷隅保健所（夷隅健康福祉センター） ☎︎73－0145　FAX:73－0904
    　　　mail:isumiho@mz.pref.chiba.lg.jp　HP:http://www.pref.chiba.lg.jp/kf-isumi/index.html

夷隅保健所　健康相談等日程表
事業名 開催日 受付時間 担当課 備考

DV相談 電話相談（月曜日～金曜日）
面接相談（毎週木曜日）

9:00～17:00
地域保健
福祉課

専用電話　☎︎73－0801
※面接は予約制

障がいのある人への
差別に関する相談 月曜日～金曜日 専用電話　☎︎73－4630

精神保健福祉相談
相談日（毎月第1木曜日） 予約制（担当者・精神科医師）
その他（月曜日～金曜日） 随時

エイズ相談 電話相談（月曜日～金曜日）

健康生活
支援課

HIV検査 毎月第2木曜日・第4火曜日
（祝日を除く） 13:00～14:00

予約制
検査項目:HIV・淋菌・クラミジ
ア・梅毒・B型肝炎・C型肝炎

腸内細菌検査
毎月第2・３・４火曜日

（祝日、休前日と年末年始の
連休前を除く）

9:00～11:00
検査項目:O-157・赤痢菌・チ
フス菌・パラチフスA菌・その
他細菌

大人の事業
行事名 日時 場　所 対　象　者

移動採血車
による献血 12/18 9:30～11:45 保健センター

16～64歳で健康な方（条件付きで69歳までの方も可）
問合せ：千葉県赤十字血液センター
　　　　047-457-0711（9～17時）

こころの健康相談
相談方法 連絡先

電話相談 0800－800－5077（フリーダイヤル）　24時間対応します

窓口相談 特定非営利活動法人ひなたぼっこ（いすみ市大原10033－1）
※窓口相談を希望される場合も、まずは上記番号に連絡をしてください。

子どもの事業 （☆…受付時間）
行事名 日　時 場　所 対　象　者

乳幼児相談
離乳食教室

11/6
☆9:30～11:00

保健センター

乳幼児とその保護者（対象月の令和5年11月、令
和6年1月、3月、6月、8月、9月生まれの方には個
別に通知します）

12/4
乳幼児とその保護者（対象月の令和5年12月、令
和6年2月、4月、7月生まれの方には個別に通知
します）

1歳6か月児健診
11/28

☆13:00～13:15 令和5年2月1日～令和5年4月30日生まれの方

3歳児健診 ☆13:15～13:30 令和3年3月1日～令和3年5月31日生まれの方

おひさまキッズ
11/19

13:30～15:30 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者
【要予約】12/17

申込み・問合せ
健康福祉課　保健予防係
☎︎82－2168（内線263～265）
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本だな
大多喜図書館天賞文庫だより

☎82－2459

■新蔵書
・ドクターデスの再臨　　　　　　　　中山　七里（著）
・姥玉みっつ　　　　　　　　　　　　西條　奈加（著）
・赫夜（かぐよ）　　　　　　　　　　澤田　瞳子（著）
・オール仮面ライダーまるごと大図鑑2023
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講談社（出版）
・千葉県いすみ市とその周辺　　合同会社バナナドライブ

■ＣＤ
・BIG ARTIST BEST COLLECTION
　　　　　　　　　　ハナ肇とクレージーキャッツ
・Moto Singles 1980～1989　　　　　　 佐野　元春
・噂　　　　　　　　　　　　　フリートウッド・マック
・ＢＥＡＴ ＰＯＰＳ　　　　 　　　　ＲＣサクセション

■DVD
・ゲゲゲの鬼太郎　劇場版

【新図書館システムの最大の特徴】
　WebOPACにて資料の表紙画像を表示できます。ス
マートホン等で図書館システムにリンクするとご利用
いただけます。

11月のスケジュール
■11月おはなし会
　未就学児および小学校低学年を対象とし
た絵本の読み聞かせ
読み手　よみきかせボランティア
　　　「読夢の会（どりーむのかい）」
・17日　日曜日　10:30～　図書館
今月のおはなし
・もりのてぶくろ・はしれたくはいびん
・まねっこカメレオン・パネルシアター
■11月の休館日
　5日、11日、18日、25日
■返却ボックスをブックランドオリブ内に設置
　　おおたきショッピングプラザ内ブック

ランドオリブ様のご協力により、大多喜
図書館の資料を返却できる返却ポストを
設置させていただきました。ぜひ、ご利
用ください。
■他の図書館から本を取り寄せられます
　当館に所蔵していない本を県内の他の図

書館から取り寄せ、貸出することが可能で
す。ご希望の方はお気軽に職員へお声か
けください。
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■おしらせ
・大多喜高等学校美術部　素敵な絵画作品を図書館・中央公民館に展示中です。
・図書館の本は、老川出張所や西畑出張所（農村コミュニティセンター）でも返却ができます。（午前8時

30分から午後5時15分まで）また、両出張所に図書リサイクルコーナーを設置しましたのでご利用くださ
い。（無償譲渡）
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○	○
○	○
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○	○

○	○
○	○

○	○

日 曜 行　　　事 場　　所 時　刻 ごみ収集
1 金 （可燃）
2 土

3 日
文化の日

大多喜町文化団体発表会 中央公民館 10:00～14:30

4 月 振替休日

5 火
心配ごと相談（日常生活上の相談） 中央公民館 9:00～12:00

(ペット）
農業委員会総会 役場

第１・２会議室 13:30～

6 水 リズムウォーキング教室 海洋センター
体育館 14:00～15:00 （可燃）

7 木 （紙類・衣類）
8 金 （可燃）
9 土

10 日 マイナンバーカード時間外
窓口開設

役場税務住民
課窓口 9:00～12:00 （休日受付）

11 月 （可燃）
12 火 （ペット）

13 水 リズムウォーキング教室 海洋センター
体育館 14:00～15:00 （可燃）

14 木 トレーニングトット（3B体操) みつば保育園
遊戯室 10:00～11:30 （缶類）

15 金 （可燃）

16 土 ジュニアスポーツクラブ（3B体操） みつば保育園
遊戯室 10:00～11:30

17 日
おはなし会 図書館 １０：３０～

子ども習字教室 中央公民館 10:00～11:30

18 月
心配ごと相談（結婚相談、人権相
談、行政相談、年金相談、労災、
雇用保険相談)

中央公民館 9:00～12:00 （可燃）

19 火 ミニトット みつば保育園
ひだまり 10:00～11:30 （ペット）

20 水 （可燃）

21 木 トットくらぶ みつば保育園
ひだまり 10:00～11:30 （不燃）

22 金 （可燃）
23 土

24 日 (農機具受付)
9:00～12:00

25 月 （可燃）
26 火 （ペット）

27 水 リズムウォーキング教室 海洋センター
体育館 14:00～15:00 （可燃）

28 木 （びん）
29 金 （可燃）
30 土

11月 November

ごみ収集日 : 可燃⇒可燃ゴミ　紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボールなど
　　　　　　缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶など　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品
　　　　　　不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器など）　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》
夷隅郡市広域市町村圏

事務組合消防本部
☎︎８０－０１１９

当番医の紹介

人口と世帯
令和 6 年 10 月 1 日現在

人　口 ８, ０３４人（－３０）
男 ３, ９６５人（－１４）
女 ４, ０６９人（－１６）

世帯数 ３, ７７４世帯（－１５）
（　）は、前月比

慶　弔（９月届）
出　生 ２人
死　亡 　２３人

転出入（９月届）
転　入 １４人
転　出 ２３人

交通事故発生状況

発生件数 ０件（１１）
死 者 数 ０人（ ０）
傷 者 数 ０人（１２）

９月中（人身事故件数）

（　）は、１月からの累計

夷隅広域健康相談ダイヤル24
フリーダイヤル　0120－143－251
 （24時間/年中無休）
例えばこんな時、お電話ください。
不意のケガで応急処置を知りたい/家
族の介護のことで相談したい/休日に
受診できる病院を教えてほしい/真夜
中の急病で誰にも連絡できない時/メ
ンタルヘルスの相談　など

霜
しもつき

月

おおたき 119（９月中）

（　）は、１月からの累計

火災件数 １件（ ５）

救急件数 ２９件（４１３）

内訳
　０件（ ２１）

　２０件（２４７）
　　９件（１２５）

交通事故
急　病
その他
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山林から庭木まで、樹木の伐採のこと
ならおまかせください！！

●庭木枝落とし
●山林開拓
●裏山の整備
●危険木処理
●予防伐採
●別荘・空家管理

地域通貨対応

～見積無料～

木こり屋銀次
住所 ： 大多喜町紙敷1500
☎0470－71－0804
　080－7028－3150（担当：斎藤）

善意の心をありがとうございます

町
長
日
誌
（
９
月
）

大多喜町ふるさとづくり寄附金（9月分）
申込件数　169件
申込金額　８,８３９,５００円
　なお、ホームページには寄附を公表しても
よいという方の氏名を掲載しています。こち
らもご覧ください。
 令和6年能登半島地震災害義援金
大多喜町役場募金箱・老川出張所募金箱
令和6年7月25日からの大雨災害義援金
大多喜町役場募金箱　
令和6年能登半島大雨災害義援金
江澤 和夫 様

３
日　
議
会
定
例
会

　
　
　
　
9
月
会
議（
初
日
）

4
日　
議
会
定
例
会

　
　
　
　
9
月
会
議（
2
日
目
）

６
日　
遺
族
会
慰
霊
巡
拝
打
合
せ

は
つ
ら
つ
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

定
例
会

９
日　
２
０
２
４
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ブ
セ
ミ
ナ
ー

食
香
バ
ラ
と
ロ
ー
ゼ
ル

10
日　
総
務
文
教
・
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合

同
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委
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会
協
議
会

11
日  

福
祉
経
済
・
総
務
文
教

合
同
常
任
委
員
会
協

議
会

17
日　
議
会
定
例
会
9
月
会
議

（
最
終
日
）

19
日　
メ
キ
シ
コ
大
使
館
招
請

訪
問

ト
ー
ホ
ー
工
業
株
式
会

社
と
の
協
定
締
結
式

27
日　
敬
老
祝
い
訪
問

30
日　
交
通
安
全
祈
願
祭
及
び

慰
霊
祭

入札日　　　8月29日
設計金額　　15,565,000円
契約金額　　15,400,000円
契約業者　　山本建設（株）

工事名　　　中瀬遊歩道整備工事
工事箇所　　大多喜町葛藤地先
入札日　　　8月29日
設計金額　　23,716,000円
契約金額　　23,540,000円
契約業者　　山本建設（株）

工事名　　　道路災害復旧工事　
　　　　　　町道老津線６
工事箇所　　大多喜町筒森地先
入札日　　　8月29日
設計金額　　61,369,000円
契約金額　　59,950,000円
契約業者　　（株）仲潮組

工事名　　　河川災害復旧工事　
　　　　　　普通河川大久保川
工事箇所　　大多喜町小土呂地先

入札日　　　9月20日
設計金額　　24,123,000円
契約金額　　23,540,000円
契約業者　　（株）仲潮組

工事名　　　河川災害復旧工事
　　　　　　普通河川弓木川３
工事箇所　　大多喜町弓木地先
入札日　　　9月20日
設計金額　　23,958,000円 
契約金額　　23,760,000円
契約業者　　山本建設（株）

工事名　　　河川災害復旧工事　
　　　　　　普通河川筒森川２
工事箇所　　大多喜町筒森地先
入札日　　　9月20日 
設計金額　　19,437,000円
契約金額　　18,920,000円
契約業者　　（株）仲潮組

工事名　　　町道台四ツ縄線
　　　　　　配水管布設替工事
工事箇所　　大多喜町下大多喜　
　　　　　　地先
入札日　　　9月20日　
設計金額　　39,633,000円
契約金額　　39,050,000円
契約業者　　小倉土建（株）
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お　 し　 ら　 せ

募　 　 　集 対象　町内在住・在勤の方　　
定員　18名
問合せ・申込み
　☎82-3188
　生涯学習課 

Information　インフォメーション ※内容などの詳細は、各主催者へ
　お問い合わせください。

千葉県立夷隅特別支援学校
令和６年度パラアスリート等

学校訪問のご案内

「よそ者わか者ばか者会議」
参加者募集 

謡曲教室生徒募集

工事名　　  道路災害復旧工事　　
　　　　　　 町道岩井原線
工事箇所　　大多喜町面白地先外
入札日　　　8月29日
設計金額　　22,814,000円
契約金額　　22,220,000円
契約業者　　（株）仲潮組

工事名　　　河川災害復旧工事
　　　　　　普通河川弓木川1
工事箇所　　大多喜町弓木地先
入札日　　　8月29日
設計金額　　14,927,000円
契約金額　　14,795,000円
契約業者　　山本建設（株）

工事名　　　農地災害復旧工事37
　　　　　　(田)／441
工事箇所　　大多喜町弥喜用地先
入札日　　　8月29日
設計金額　　13,552,000円
契約金額　　13,420,000円
契約業者　　山本建設（株）

工事名　　　町道八声線
　　　　　　舗装本復旧工事
工事箇所　　大多喜町八声地先

日時　１２月１８日（水）
　第一部　９:４０～１０:３０
　　パラアスリートの紹介、
　　デモンストレーション等
　第二部　１０:４０～１１:３０
　　ボッチャ紹介
　　（高等部２年生発表）、
　　ボッチャ体験
場所　千葉県立夷隅特別支援学校
　　　（いすみ市楽町30-1）
内容
　パラアスリート等学校訪問事業を
とおして、地域住民の方々や学校関
係機関の方々と交流を深め、パラス
ポーツや学校の取り組みについて
様々な方に知っていただきたいと思っ
ています。また、高等部２年生の総
合的な探究の時間で、パラスポーツ
（ボッチャ）について調べた学習の
発表も行います。ボッチャ体験では、
高等部の生徒と
チームを組んで
ゲームを楽しんで
いただきます。
問 い 合 せ 　 担

ただいまキャンセルまちで
受付中です

日時　12月 7日（土）　
　　　大多喜町立中央公民館
　　　出発9時～ 昼食～ 鑑賞
　　　～ 帰着17時半ごろ

会場　有明四季劇場（東京都）
参加費　ひとり16,500円
　　　　（S席チケット・昼食代）

　「経世済民」について話し合いま
せんか？経済と言う言葉は、経世済民
（世を経たせ民をすくうこと）に由来
します。経済の済は民を救うこと、経
はそうした世にすること、もう一度、原
点に立ち返り、持続可能な地域経済
について一緒に考えましょう。待ちし
ています。
日時　１１月１０日（日曜日）　
　　　１5時～17時 
会場　大多喜町中央公民館 
問合せ　楽しいふるさと創る会
　小泉和弘　☎080－2677－4649

　謡曲教室では生徒を募集中。新人
大歓迎です。
日時　第2・4土曜日　13時30分～
場所　中央公民館
問合せ　鋤柄　☎82－3959

町民カレッジ　芸術鑑賞教室 
劇団四季ミュージカル
『ライオンキング』

作品内容
入 札 結 果

当：千葉県立夷隅特別支援学校
　教頭 小川

　☎０４７０－８６－４１１１　
　FAX ０４７０－８６－３３４１
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９
月
会
議

人　
　

 

事

条
例
改
正

９月会議議案
34～35

主な議案を掲載しています

議案質疑、討論
36～37

主な内容を掲載しています

審議結果、報告
38～39

一般質問  　　　　　 40～42
　要約して一部を掲載しています
　山田　久子　議員
　渡辺　善男　議員
　山口　定夫　議員
　吉野　一男　議員
　吉野　僖一　議員

令和５年度一般会計決算
43

議会活動トピックス
44～45

・県町村議会議長会研修会
・決算審査に伴う現地調査
・住民との意見交換会

令和６年第１回議会定例会
　
９
月
３
日
か
ら
17
日
ま
で
開
催
し
、

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
４
件
の
ほ

か
、令
和
５
年
度
各
会
計
決
算
認
定
、人

事
案
件
、条
例
改
正
、令
和
６
年
度
補
正

予
算
、組
合
規
約
の
改
正
に
関
す
る
協

議
、請
負
契
約
の
締
結
な
ど
18
件
の
審

議
を
行
い
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認

定
、同
意
、可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、５
名
の
議
員
が
行
い

ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容
や
一
般
質
問
な
ど
は

紙
面
の
都
合
で
要
約
し
て
一
部
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
閲
覧
用
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

発行：千葉県大多喜町議会
編集：議会報編集委員会
TEL：0470（82）2182

No.119

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
を
同
意（
同
意
第
12 

号
） 

　

現
職
の
江
沢
正
明
氏
（
西
部
田
）

の
任
期
が
、
令
和
６
年
10 

月
３
日
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
再
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。 

　

町
条
例
に
お
い
て
使
用
し
て
い
る

語
句
を
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
お

よ
び
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り

条
例
」
に
基
づ
く
表
現
に
改
め
る
条

例
を
可
決
し
ま
し
た
。 

（
主
な
改
正
内
容
） 

　

入
所
の
制
限
等
の
規
定
中
、
「
精

神
病
又
は
感
染
症
疾
患
が
あ
る
」
を

「
設
備
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
受
託

余
力
が
な
い
」
に
改
め
る
。 

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第

39 

号
）

保
育
園
の
設
置
、管
理
及
び
保
育
の

利
用
に
関
す
る
条
例
及
び
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
38 

号
） 
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決
算
認
定

契 　
約

補
正
予
算

▲町道老津線（筒森地先）

▶
農
地
災
害
復
旧
箇
所
（
弓
木
地
先
）

令
和
５
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定（
議

案
第
47
号
か
ら
議
案
第
52
号
）

　
令
和
５
年
度
各
会
計
決
算
に
つ
い
て

は
、
９
月
10
日
お
よ
び
11
日
に
総
務
文

教
常
任
委
員
会
と
福
祉
経
済
常
任
委
員

会
が
合
同
で
協
議
会
を
開
き
、
執
行
部

か
ら
詳
細
説
明
を
受
け
、
さ
ら
に
主
要

事
業
の
現
地
調
査
を
９
月
12
日
実
施

し
、
最
終
日
（
９
月
17
日
）
の
本
会
議

で
認
定
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
16
、
17
、
43
ペ
ー
ジ
）

監
査
委
員
の
意
見 

　
各
会
計
と
も
、
予
算
の
執
行
は
適
法

か
つ
適
正
に
行
な
わ
れ
、
係
数
も
正
確

で
決
算
は
適
正
な
も
の
と
認
め
ま
す
。 

　
財
政
お
よ
び
経
営
健
全
化
に
つ
い
て

も
、
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足
比

率
な
ど
問
題
な
く
、
堅
実
な
財
政
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
締

結
を
可
決（
議
案
第
53
号
）

　
台
風
13
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
町

道
老
津
線
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の

締
結
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
契
約
の
方
法 

指
名
競
争
入
札

　
契
約
金
額 

５
９
９
５
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
大
多
喜
町
久
保
１
１
３
番
地

　
　
株
式
会
社 

仲
潮
組

　
　
代
表
取
締
役 

中
村 

友
三
郎

工
期　

議
会
の
議
決
の
日
か
ら
令
和

７
年
３
月
25
日
ま
で

　
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
が
令
和
６

年
12
月
２
日
か
ら
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ

保
険
証
に
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う

条
例
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

・
主
な
改
正
内
容

　
被
保
険
者
証
の
返
還
に
関
す
る
罰

則
規
定
の
削
除

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
議

案
第
40
号
）

　
県
の
道
路
占
用
料
の
見
直
し
に
伴
う

条
例
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
主
な
占
用
物
件
）

電
柱
（
第
１
種
～
第
３
種
）

電
話
柱
（
第
１
種
～
第
３
種
）

共
架
電
線
、
地
下
に
設
け
る
電
線
、

広
告
塔
、
看
板
、
標
識
、
幕
な
ど

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
（
議
案
第
43
号
）

４
億
４
３
９
５
万
５
千
円
を
追
加

　

予
算
総
額
を
72
億
１
３
７
８
万
４

千
円
と
す
る
補
正
予
算
を
可
決
し
ま

し
た
。

（
主
な
歳
出
補
正
内
容
）

・
地
域
通
貨
事
業

２
億
２
０
０
０
万
円

令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
（
議
案
第
46
号
）

９
９
０
万
８
千
円
を
追
加

　
水
道
事
業
費
用
の
予
算
総
額
を
５
億

５
９
３
万
９
千
円
と
す
る
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。

（
歳
出
補
正
内
容
）

・
配
水
及
び
給
水
費

（
路
面
復
旧
費
・
施
設
整
備
用
車
両

リ
ー
ス
代
） 

９
９
０
万
８
千
円

・
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

３
７
６
０
万
円

・
農
地
災
害
復
旧
事
業

３
１
５
８
万
４
千
円

・
道
路
橋
梁
災
害
復
旧
事
業

２
３
５
８
万
４
千
円

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

１
１
４
０
万
円
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９
月
会
議

議
案
質
疑

　
議
案
審
議
の
中
で
の
主
な
質
疑
を
掲
載
し
て
い
ま
す

保
育
園
の
設
置
、
管
理
及
び
保
育
の

利
用
に
関
す
る
条
例
及
び
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
38
号
）

問　
改
正
後
の
「
設
備
そ
の
他
の
事
情

に
よ
り
受
託
余
力
が
な
い
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

答　
受
入
れ
側
で
、
設
備
や
人
的
整
備

が
整
っ
て
い
な
い
場
合
、
入
所
を

一
時
的
に
待
っ
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

問　
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
入
所
制

限
を
す
る
場
合
が
増
え
る
の
で
は

な
い
の
か
。

答　
改
正
は
あ
く
ま
で
も
適
切
で
な
い

表
現
を
改
め
る
も
の
で
、
町
は
で

き
る
限
り
の
努
力
を
す
る
考
え

で
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
39
号
）

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
率
は
。
ま
た
、
登
録
方
法
な

ど
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
の
か
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て

の
医
療
機
関
受
診
率
（
本
年
４
月

分
）
は
13
．
5
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
周
知
に
つ
い
て
は
、

保
険
証
の
更
新
時
に
チ
ラ
シ
を
送

付
し
た
り
、
広
報
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
40
号
）

問　
電
柱
、
電
話
柱
の
第
１
種
、
第
２

種
、
第
３
種
の
違
い
は
。

答　
支
持
（
添
架
）
さ
れ
て
い
る
電
線

の
本
数
に
よ
り
決
め
て
い
ま
す
。

問　
道
路
占
用
料
の
改
正
を
行
う
と
ど

の
位
増
収
に
な
る
の
か
。

答　
令
和
６
年
度
と
比
べ
令
和
７
年
度

は
約
１
３
９
万
円
増
収
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　
　
　
な
お
、
道
路
占
用
料
の
改
正
は

３
年
毎
に
行
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第

２
号
（
議
案
第
43
号
）

問　
諸
収
入
の
雑
入
、
災
害
対
策
費

用
保
険
27
万
３
千
円
と
特
産
品

販
売
収
入
２
０
０
万
９
千
円
の

内
容
は
。

答　
災
害
対
策
費
用
保
険
は
、
本
年
６

月
29
日
の
大
雨
で
の
時
間
外
勤
務

手
当
相
当
を
保
険
で
補
填
し
た
も

の
で
す
。

　
　
　
特
産
品
販
売
収
入
は
昨
年
度
か

ら
栽
培
を
始
め
た
ロ
ー
ゼ
ル
の
販

売
収
入
を
見
込
ん
だ
も
の
で
す
。

問　
災
害
復
旧
費
の
道
路
橋
梁
災
害
復

旧
、
場
所
は
ど
こ
な
の
か
。

答　
町
道
紙
敷
栢
ノ
木
台
線
と
町
道
伊

保
田
線
で
す
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
業
務
委
託
料

１
０
４
０
万
の
内
容
は
。

答　

協
力
隊
の
募
集
選
考
や
活
動
経

費
の
支
払
業
務
等
を
一
括
し
て

民
間
事
業
者
な
ど
に
委
託
す
る

も
の
で
、
４
名
分
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

問　
交
通
安
全
対
策
事
業
費
の
自
転
車

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
補

助
金
、
い
つ
頃
か
ら
適
用
に
な
る

の
か
。

答　

現
在
要
綱
を
策
定
中
で
あ
り
、

年
内
中
を
め
ど
に
考
え
て
い
き

た
い
。

問　
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
県
の
補
助
金
要
綱
に
遡そ
き
ゅ
う及

す
る
旨

の
記
載
が
な
い
こ
と
や
県
の
交
付

決
定
後
に
市
町
村
が
交
付
決
定
し

た
も
の
に
限
る
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
遡
及
適
用

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問　
商
工
業
振
興
費
、
空
き
家
等
を

活
用
し
た
起
業
支
援
事
業
２
２
５

万
円
、
件
数
お
よ
び
支
援
の
内

容
は
。

答　
現
在
２
件
の
相
談
が
あ
り
、
内
容

は
柿
味
噌
の
加
工
や
ジ
ビ
エ
肉
の

加
工
で
す
。
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討　
論

▲町道中野大多喜線
（西部田地先）

問　
街
な
み
整
備
事
業
、
構
築
物
解

体
撤
去
工
事
、
今
各
地
で
構
築

物
が
老
朽
化
し
て
倒
れ
る
と
い

う
危
険
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

今
回
は
夷
隅
合
同
庁
舎
の
移
転

に
伴
う
も
の
で
す
が
、
他
に
も
こ

う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答　
観
光
案
内
板
な
ど
に
つ
い
て
は
随

時
点
検
し
、
老
朽
化
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
修
繕
し
て
い
ま
す
。

問　
環
境
保
全
事
業
、
生
ご
み
処
理
機

の
借
り
上
げ
は
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
の
か
。

答　
ご
み
の
減
量
を
図
る
上
で
、
生
ご

み
処
理
機
３
台
を
レ
ン
タ
ル
し
、

町
民
に
無
償
で
貸
出
し
、
効
果
を

試
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

問　
募
集
方
法
は
ど
の
よ
う
な
に
行
う

の
か
。

答　

貸
出
し
要
綱
を
定
め
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
募
集
を
行

い
た
い
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
47
号
）

問　
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
10
万

５
６
８
０
円
の
支
出
で
目
的
な
ど

達
成
で
き
た
の
か
。

答　
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
幅
広
い
年
齢
層
に
制
度
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
啓

発
用
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
印
刷
し

配
付
し
ま
し
た
。

問　
町
道
中
野
大
多
喜
線
の
森
林
整
備

事
業
（
災
害
に
強
い
森
作
り
事

業
）
、
課
題
な
ど
あ
る
の
か
。

答　
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
本
年
度

も
延
伸
を
計
画
し
、
地
権
者
な
ど

の
交
渉
を
踏
ま
え
、
12
月
頃
か
ら

再
開
す
る
予
定
で
特
に
問
題
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
国
・
県
道
沿
い
の
森
林
整
備
は
町

の
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
の

か
。

答　
基
本
的
に
は
、
国
、
県
が
実
施
す

る
の
が
理
想
と
考
え
ま
す
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
47
号
）

賛
成
討
論

・
物
価
高
騰
に
対
す
る
町
民
や
各
事
業

者
に
対
す
る
様
々
な
経
済
対
策
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

・
観
光
施
設
、
教
育
施
設
お
よ
び
公
共

施
設
へ
の
耐
震
工
事
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。

・
町
道
や
幹
線
の
整
備
と
町
民
の
生
活

環
境
の
向
上
に
向
け
た
各
種
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

・
将
来
負
担
比
率
は
基
準
値
内
の
低

い
状
況
を
維
持
し
て
お
り
評
価
で

き
る
。

・
災
害
復
旧
を
は
じ
め
町
民
の
た
め

安
全
・
安
心
な
生
活
実
現
に
向
け
た

様
々
な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

・
事
業
の
必
要
性
や
効
果
性
を
適
正
に

判
断
さ
れ
て
執
行
さ
れ
て
い
る
。

・
交
付
税
措
置
や
起
債
を
有
効
に
活

用
し
て
財
政
健
全
化
が
図
ら
れ
て

い
る
。

 

反
対
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

どなたでも傍聴できます
議会定例会１２月会議は

１２月４日（水）午前１０時から開会を予定しています。
〒298−0292　千葉県夷隅郡大多喜町大多喜９３番地
　　　　　　    大多喜町議会事務局
　　　　　　     T E L 　０４７０（８２）２１８２
 　　　　　　    FAX　 ０４７０（８２）４４６１
　　　　　　    Ｅ-mail　gikai@town.otaki.lg.jp
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議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 議

長

議
決
結
果

渡
辺
　善
男

麻
生
　
　勇

野
村
　賢
一

末
吉
　昭
男

根
本
　年
生

吉
野
　僖
一

山
田
　久
子

渡
辺
八
寿
雄

山
口
　定
夫

森
　
　
　久

吉
野

　一
男

渡
辺

　泰
宣

９月会議
同 　 意
第12号

固定資産評価審査委員会委員の選任について……委員
１名の任期満了に伴い、再任とすることに同意を求めるも
の。（関連記事34ページ）

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議 　 案
第37号

大多喜町行政手続きにおける特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用に関する条例の一部を改正する条例の制定について
……マイナンバー法・番号利用法の改正に伴い、条例に規
定されている条項などを改正するもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議 　 案
第38号

大多喜町保育園の設置、管理及び保育の利用に関する条
例及び大多喜町放課後児童クラブの設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について……町条例
中適切でない表現となっているため改正するもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議 　 案
第39号

大多喜町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
について……令和６年１２月２日から被保険者証が廃止され
ることに伴い、条例に規定している被保険者証の返還に関す
る罰則などを削除する改正をするもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議 　 案
第40号

大多喜町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制
定について……県の道路占用料の見直しにより県の使用料
及び手数料条例が改正されたことに伴い、県の道路占用料
を引用している町条例を改正するもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議 　 案
第41号

夷隅郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規
約の制定に関する協議について……水道事業の経営を令
和７年度から夷隅郡市広域市町村圏事務組合で実施するた
め、組合規約の改正について議会の議決を求めるもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議 　 案
第42号

千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する規
約の制定に関する協議について……高齢者の医療の確保
に関する法律の改正に伴う、千葉県後期高齢者医療広域連
合規約の改正について議会の議決を求めるもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議 　 案
第43号

令和６年度一般会計補正予算（第２号）……歳入歳出予算
の総額に、それぞれ4億4,395万5千円を追加し、補正後の
予算総額を72億1,378万4千円とするもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議 　 案
第44号

令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）……
歳入歳出予算の総額に、それぞれ23万1千円を追加し、補
正後の予算総額を11億2,830万7千円とするもの。

（補正内容）　保険税過誤納還付事業72万9千円
　　　　　　関係職員人件費△49万8千円

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議 　 案
第45号

令和６年度介護保険特別会計補正予算（第１号）……歳入
歳出予算の総額に、それぞれ3,650万2千円を追加し、補正
後の予算総額を12億3,257万8千円とするもの。

（主な補正内容）　返還及び過誤納還付事業3,973万3千円
　　　　　　　　介護保険事務費368万4千円
　　　　　　　　介護保険関係職員人件費△655万4千円

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

賛成…○　反対…●　欠席…欠審議結果 渡辺議長は議事進行のため、採決には加わりません。
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議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 議

長

議
決
結
果

渡
辺
　善
男

麻
生
　
　勇

野
村
　賢
一

末
吉
　昭
男

根
本
　年
生

吉
野
　僖
一

山
田
　久
子

渡
辺
八
寿
雄

山
口
　定
夫

森
　
　
　久

吉
野

　一
男

渡
辺

　泰
宣

議　案
第46号

令和６年度水道事業会計補正予算（第１号）……収益的収
入及び支出の水道事業費用に990万8千円を追加し、補
正後の予算総額を5億593万9千円とするもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第47号

令和５年度一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第48号

令和５年度鉄道経営対策事業基金特別会計歳入歳出決
算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第49号

令和５年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第50号

令和５年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第51号

令和５年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい
て 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第52号

令和５年度水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第53号

道路災害復旧工事（令和５年災道第３６号）町道老津線６
請負契約の締結について……道路災害復旧工事の請負
契約を締結するため、議会の議決を求めるもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９月会議

報 　 告
第11号 継続費精算報告書について

令和５年度一般会計予算の継続費について、継続年度が終了した
ため議会に報告するもの。
事業名　次期介護保険事業計画等策定事業
　　　　面白峡遊歩道整備事業

報 　 告
第12号 専決処分の報告について

令和６年３月１２日から１３日の大雨により野球場が冠水し、保管され
ていたバットおよびボールが水浸しになり被害を与えたことによる損
害賠償の額について議会に報告するもの。
　損害賠償額　52万8,464円

報 　 告
第13号

令和５年度決算に基づく健全化判
断比率の報告について

健全化判断比率およびその算定の基礎となる事項を記載した書類
が適正に作成されているか監査委員の審査を受けた。
健全化判断比率はいずれも基準の範囲内でした。
審査の結果、いずれも適正に作成されていると認められた。

報 　 告
第14号

令和５年度水道事業会計決算に基
づく資金不足比率の報告について

資金不足比率および算定の基礎となる事項を記載した書類が適正
に作成されているか監査委員の審査を受けた。
資金不足比率は発生していません。
審査の結果、いずれも適正に作成されていると認められた。

報告
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一
般
質
問

　
　

５
名
の
議
員
が
町
政
を
問
う

山
田　
久
子　
議
員

山田　久子　議員
・熱中症対策として「高齢者等エアコン購入設置費助成制度」

の創設について
・観光対策として「千葉県立中央博物館大多喜城分館研修室の

展示内容の強化」について
・子育て支援について
・防災・減災・発災時対策について
渡辺　善男　議員
・町内道路網の整備推進と促進について
山口　定夫　議員
・企業誘致について
・保育園・小中学校におけるキイロスズメバチ対策について
吉野　一男　議員
・町長の政治姿勢について
・旧上瀑小学校の跡地有効活用計画について
・災害時の熱中症対策について
吉野　僖一　議員
・南海トラフ巨大地震や異常気象による風水害等大規模災害発災時

の町の対応について

県
立
中
央
博
物
館
大
多
喜
城
分
館

研
修
室
の
展
示
内
容
強
化
に
つ
い
て

問　
県
立
中
央
博
物
館
大
多
喜
城
分
館

の
長
期
休
館
に
伴
い
、現
在
開
放

さ
れ
て
い
る
研
修
室
の
展
示
内
容

の
強
化
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　
展
示
内
容
に
つ
い
て
、
大
多
喜
城

分
館
で
は
大
き
な
変
更
は
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
メ
キ
シ
コ
・
ク

エ
ル
ナ
バ
カ
市
と
姉
妹
都
市
提
携

45
周
年
記
念
事
業
で
作
成
し
た
屏

風
は
、
展
示
に
向
け
て
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
子
育
て
支
援
と
し
て
、保
育
園
３

歳
以
上
児
の
主
食
を
給
食
と
し

て
無
償
提
供
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、副
食
費
も
無
償
化
を
し
て
は

ど
う
か
。

答　
現
在
、
移
住
支
援
推
進
会
議
を
設

置
し
、
保
育
園
の
給
食
費
に
つ
い

て
も
協
議
し
て
い
ま
す
。

防
災
・
減
災
・
発
災
時
対
策
に
つ

い
て

問　
緊
急
輸
送
道
路
で
も
あ
る「
基
幹

農
道
」
の
道
路
法
面
の
点
検
や
対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答　
令
和
２
年
度
に
道
路
切
土
法
面
お

よ
び
盛
土
法
面
21
カ
所
の
点
検
を

実
施
し
、
早
急
に
措
置
が
必
要
と

な
っ
た
２
カ
所
は
、
令
和
４
年
度

に
対
策
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

問　
本
町
の
孤
立
地
域
の
状
況
と
災
害

発
災
前
、発
災
後
の
対
策
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
孤
立
す
る
可
能
性
の
あ
る
地
区
に

つ
い
て
は
、
備
蓄
品
の
整
備
や
防

災
行
政
無
線
の
貸
し
出
し
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
。
孤
立
集
落
対
策

と
し
て
、
千
葉
県
孤
立
集
落
対
策

緊
急
支
援
補
助
金
の
採
択
条
件
な

ど
精
査
し
、
前
向
き
に
計
画
し
、

対
策
強
化
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
な
お
、
孤
立
可
能
性
集
落
は
12

地
区
と
な
り
ま
す
が
、
統
計
上
の

農
業
集
落
な
ど
を
基
準
に
し
て
い

る
た
め
、
行
政
区
と
は
一
部
異
な

り
ま
す
。
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渡
辺　
善
男　
議
員

山
口　
定
夫　
議
員

町
内
道
路
網
の
整
備
推
進
と
促
進
に

つ
い
て

問　
町
が
主
体
的
に
計
画
し
て
い
る
町

道
の
改
良
は
進
ん
で
い
る
の
か
伺

う
。

答　
昨
年
の
台
風
13
号
に
よ
る
災
害
復

旧
工
事
を
優
先
し
て
い
ま
す
が
、

継
続
し
て
い
る
道
路
改
良
に
つ
い

て
も
併
せ
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
計

画
し
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
維

持
・
管
理
の
状
況
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
実
施
し
て
い
る
主
な
事
業
は
、
通

行
の
支
障
と
な
る
樹
木
の
伐
採
や

傷
ん
だ
道
路
な
ど
の
補
修
と
な
り

ま
す
。
道
路
な
ど
の
補
修
に
つ
い

て
は
補
修
資
材
の
支
給
に
加
え
、

経
費
に
対
す
る
補
助
を
昨
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
地
域
の
状
況
を
見
る
と
、
協
働

に
よ
る
維
持
・
管
理
に
つ
い
て
は

今
後
益
々
難
し
く
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
制
度
に
つ
い
て
周
知

し
て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

問　
大
多
喜
町
第
３
次
総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
と
実
施
計
画
と
で

「
企
業
の
誘
致
」
の
内
容
に
隔
た

り
が
あ
る
よ
う
に
思
う
が
ど
う
か

伺
う
。

答　
実
施
計
画
は
年
次
ご
と
の
予
算
編

成
の
基
礎
と
な
る
個
別
事
業
が
位

置
づ
け
ら
れ
、
工
業
分
野
で
の
主

な
計
画
事
業
は
、
基
本
計
画
の
施

策
の
内
容
に
具
体
的
な
記
述
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
も
企
業

の
移
転
な
ど
の
支
援
策
と
し
て

企
業
の
誘
引
を
目
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

問　
企
業
誘
致
の
促
進
の
た
め
、
工
業

用
地
と
し
て
活
用
で
き
る
遊
休

地
の
先
行
取
得
の
考
え
は
な
い

の
か
。

答　
町
が
農
地
の
ま
ま
で
の
先
行
取
得

で
き
る
要
件
は
限
定
さ
れ
て
お

り
、
工
業
用
地
の
取
得
は
該
当
し

な
い
た
め
、
先
行
取
得
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

問　
企
業
誘
致
を
積
極
的
・
重
点
的
に

進
め
る
た
め
、
企
業
誘
致
推
進
課

問　
国
・
県
道
の
整
備
促
進
の
状
況
と

手
応
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
国
道
で
は
２
９
７
号
横
山
地
先
と

４
６
５
号
筒
森
地
先
の
測
量
や
設

計
、
県
道
で
も
各
路
線
で
歩
道
整

備
、
橋
梁
修
繕
な
ど
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
道
路
整
備
の
推

進
は
、
地
域
の
活
性
化
や
住
民
の

安
全
・
安
心
と
利
便
性
の
向
上
な

ど
に
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
早

期
整
備
に
対
す
る
要
望
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

問　
町
内
道
路
網
の
整
備
推
進
、
促
進

に
対
す
る
町
長
の
考
え
、
展
望
と

課
題
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
国
道
は
毎
年
、
定
期
的
に
複
数
の

市
町
で
行
っ
て
い
る
要
望
活
動
の

中
で
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た

い
。
県
道
は
、
県
道
の
あ
り
方
、

方
向
性
な
ど
土
木
事
務
所
と
協
議

し
て
い
き
ま
す
。
町
道
は
、
災
害

対
応
が
優
先
し
、
戦
略
的
な
も
の

が
遅
れ
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
　
　
国
・
県
・
町
道
、
そ
れ
ぞ
れ
考

え
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
、
今
の

状
況
の
中
で
何
を
優
先
し
た
ら
良

い
の
か
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

な
ど
を
新
た
に
設
置
し
、
専
門
に

推
進
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
企
業
誘
致
な
ど
相
談
が
あ
っ
た
場

合
、
関
係
各
課
と
連
携
し
て
お

り
、
十
分
な
対
応
は
と
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
・
小
中
学
校
に
お
け
る

キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
対
策
に
つ
い
て

問　
園
児
の
園
外
保
育
に
あ
た
り
、
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
作
成

し
、
外
遊
び
や
屋
外
散
歩
な
ど
に

お
い
て
、
事
前
に
経
路
な
ど
を
確

認
し
て
い
る
か
。

答　
屋
外
活
動
に
限
ら
ず
、
ケ
ガ
な
ど

応
急
処
置
の
対
応
に
つ
い
て
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
園
外
保
育
な
ど
の

際
に
は
、
事
前
に
下
見
を
す
る
な

ど
の
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

問　
緊
急
用
毒
吸
取
り
器
（
ポ
イ
ズ
ン

リ
ム
ー
バ
ー
）
や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

自
己
注
射
キ
ッ
ト
（
エ
ピ
ペ
ン
）

に
つ
い
て
常
備
し
て
い
る
か
。

答　
ポ
イ
ズ
ン
リ
ム
ー
バ
ー
に
つ
い
て

は
、
保
育
園
・
小
中
学
校
で
は
常

備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ
ピ
ペ

ン
の
使
用
は
医
師
の
処
方
が
必
要

な
た
め
、
常
備
し
て
い
ま
せ
ん
。
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小
さ
な
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
本
町
は
５
つ
の
地
区
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、各
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。町
の

考
え
を
伺
う
。

答　
構
想
段
階
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

大
多
喜
町
は
こ
ん
な
に
い
い
町
、一回

来
て
み
て
と
言
え
る
よ
う
な
拠
点
づ

く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

 （
上
瀑
地
区
）

　
・
ハ
ー
ブ
パ
ー
ク

　
・
台
古
墳
群
の
活
用

 （
総
元
地
区
）

　

・
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
サ
イ
ク
ル
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点

 （
西
畑
地
区
）

　

・
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
よ
る
大
塚
山

の
活
用

 （
老
川
地
区
）

　
・
食
香
バ
ラ
の
植
栽

　
・
小
規
模
な
つ
り
橋
の
設
置

 （
大
多
喜
地
区
）

　
・
工
房
の
誘
致（
ガ
ラ
ス
細
工
や
陶
芸

な
ど
）

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
異
常
気
象

に
よ
る
風
水
害
等
大
規
模
災
害
発
災

時
の
町
の
対
応
に
つ
い
て

問　
２
月
末
か
ら
３
月
に
か
け
、有
感

地
震
が
多
発
し
、町
民
も
不
安
に

思
っ
て
い
る
。区
ご
と
の
避
難
訓

練
が
必
要
と
思
う
が
町
の
考
え
を

伺
う
。

答　

町
主
催
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
方
が
避
難
所
の
開
設
や
運

営
な
ど
実
践
に
近
い
内
容
で
実
施

し
て
い
ま
す
。本
年
度
も
大
多
喜

地
区
の
全
行
政
区
を
対
象
と
し
た

訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、行

政
区
ご
と
の
訓
練
を
実
施
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

な
お
、自
主
防
災
組
織
が
実
施

す
る
避
難
訓
練
へ
の
支
援
や
自
主

防
災
組
織
立
ち
上
げ
に
係
る
説
明

会
な
ど
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
町
民
の
安
全・安
心
な
避
難
方
法

な
ど
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、町
の
考
え
を
伺
う
。

答　
８
月
８
日
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。本
町

は
こ
の
情
報
に
係
る
対
象
外
の
地

農
振
の
除
外
に
つ
い
て

問　
企
業
を
誘
致
す
る
に
あ
た
り
、農

振
地
域
の
指
定
を
解
除
す
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
ま
す
が
町

の
考
え
を
伺
う
。

答　

本
年
５
月
関
係
法
律
が
成
立
し
、

農
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
今
ま
で
以

上
に
転
用
規
制
な
ど
の
厳
格
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
し
か
し
、具
体
的
な
活
用
計
画
が

あ
れ
ば
、国
・
県
と
の
協
議
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、計
画
区
域
内
の
農

振
除
外
の
可
能
性
は
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

旧
上
瀑
小
学
校
の
活
用
に
つ
い
て

問　
旧
上
瀑
小
学
校
の
活
用
計
画
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

有
効
活
用
の
た
め
の
企
画
提
案
を

公
募
し
３
社
か
ら
応
募
が
あ
り
、１

次
、２
次
審
査
を
行
い
、優
先
候
補

者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

現
在
は
、具
体
的
な
活
用
内
容

や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

域
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、町
民
の
不

安
や
社
会
的
な
混
乱
な
ど
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、国
、県
の
動
向

に
基
づ
き
適
切
な
対
応
を
と
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
、

　
　
　
今
後
も
、防
災
訓
練
や
広
報
、お

お
た
き
通
信
な
ど
を
通
じ
て
地
震

へ
の
備
え
の
再
確
認
、社
会
的
混

乱
の
発
生
に
備
え
必
要
な
体
制
の

整
備
な
ど
に
努
め
た
い
。

問　
情
報
伝
達
も
防
災
無
線
や
テ
レ

ビ・ラ
ジ
オ・携
帯
電
話
の
利
活
用

が
大
事
で
あ
り
、通
信
網
の
整
備

が
急
務
で
あ
る
と
思
う
が
町
の
考

え
を
伺
う
。

答　

防
災
行
政
無
線
で
は
、震
度
５
弱

以
上
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。緊
急
地
震
速
報

は
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ほ
か
携
帯

電
話
で
も
伝
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

昨
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
た

お
お
た
き
通
信
は
、災
害
時
の
情

報
配
信
だ
け
で
な
く
、防
災
マ
ッ
プ

や
避
難
所
マ
ニュ
ア
ル
な
ど
も
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、一
般
情
報
も
配
信

し
て
い
る
町
の
通
信
網
の一つ
で
す
。

　
　
　

普
及
促
進
に
努
め
、防
災
意
識

を
高
め
る
手
段
と
し
て
い
き
た
い
。
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（27.6％）
〇地域通貨事業
〇ふるさと納税事業
〇地域おこし協力隊事業
○いすみ鉄道対策事業

（7.9％）
○小中学校施設管理事業
○学校給食センター管理

運営事業
○公民館管理運営事業

（5.3％）
〇有害鳥獣対策事業
○基幹農道整備事業
〇多面的機能支払交付金

事業
〇森林環境譲与税事業　

（4.0％）
○観光施設整備事業
○商業振興事業
○観光振興事業
○面白峡遊歩道整備事業

（22.9％）
○電力・ガス・食料品等価格
  高騰緊急支援事業
○障害者福祉事業
〇保育園管理運営事業

（7.3％）
〇町債元金償還
○町債利子償還

（5.3％）
○橋梁長寿命化事業
○町営住宅管理事業
〇町道維持管理、改良事業
○定住化対策住宅助成事業

（1.2％）
〇議員人件費
〇議会運営事業

（8.9％）
○新型コロナワクチン接種
  関連事業
○各種検診、予防接種事業
○環境センター運営事業

（5.4％）
〇河川災害復旧事業
〇道路橋梁災害復旧事業
○農業施設災害復旧事業

（4.2％）
〇常備消防負担事業
〇消防団運営事業
○施設及び機械器具整備

事業
〇防災無線維持管理費

総務費

農林水産業費

商工費

教育費

民生費

土木費

議会費

公債費

衛生費

消防費

災害復旧費

220,478円

63,397円

42,601円

32,245円

182,787円

58,102円

41,997円

9,238円

70,966円

43,122円

33,673円

　町民１人当たりの計算は、
令和6年3月末人口8,072人
で算出してあります。
　端数処理のため、円単位
を調整してあります。

主な事業を掲載しています。

町民１人当たり　798,606円　支出しました。
令和５年度一般会計決算

広報おおたき No.674　R6.10.244343



議会活動トピックス

今
の
地
方
議
員
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

県
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

　
令
和
６
年
７
月
31
日
（
水
）
13
時

30
分
か
ら
16
時
45
分
に
か
け
て
、
千

葉
県
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催
す
る

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
大
多
喜
町

議
会
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
場
は
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
３

階
「
エ
リ
ー
ゼ
」
で
、
出
席
者
は
全

体
で
約
２
０
０
名
に
達
す
る
大
規
模

な
研
修
会
で
し
た
。

　
千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
の

挨
拶
の
後
、
第
一
部
は
、
新
潟
県
立

大
学
准
教
授
田
口
一
博
氏
に
よ
る

「
今
の
地
方
議
会
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
」
、
第
二
部
は
、
政
治
評
論
家
有

馬
晴
海
氏
に
よ
る
「
国
内
政
治
情
勢

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
で
し

た
。
以
下
で
は
、
町
村
議
会
議
員
の

活
動
に
直
接
関
わ
る
田
口
一
博
氏
の

講
演
「
今
の
地
方
議
会
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
」
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し

ま
す
。

 【
田
口
一
博
氏
の
講
演
内
容
】

　
議
員
は
ま
ず
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
例
え
ば
Ｊ
Ａ
、
土

地
改
良
区
、
水
利
組
合
、
営
農
指
導

員
な
ど
か
ら
意
見
を
聴
取
し
て
か
ら

決
算
の
審
議
に
臨
む
べ
き
で
す
。
ま

た
決
算
審
議
に
さ
い
し
て
は
、
多
く

の
方
々
に
証
人
、
公
述
人
、
参
考
人

と
し
て
議
会
に
来
て
も
ら
い
、
そ
の

う
え
で
質
疑
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
議
員
は
主
権
者
教
育
も
主
導
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
中
学
校
に

つ
い
て
は
議
員
が
議
場
を
紹
介
し
、

議
長
席
、
議
員
席
に
座
ら
せ
て
写
真

を
撮
っ
た
り
、
議
員
が
自
席
に
座
っ

て
自
分
の
町
の
ど
こ
が
好
き
か
嫌
い

か
な
ど
の
簡
単
な
話
し
合
い
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
県
立
高
校
で
の
主
権
者
教
育
は
、

「
探
求
学
習
」
の
支
援
が
良
い
と
思

い
ま
す
。
町
村
が
強
力
に
支
援
し
て

い
れ
ば
高
校
統
合
の
問
題
に
も
良
い

影
響
を
あ
た
え
ま
す
。
ま
た
、
高
校

か
ら
の
推
薦
を
う
け
、
議
会
と
し
て

表
彰
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

対
象
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
学
業
成
績
、

絵
画
、
合
唱
な
ど
何
で
も
良
い
で

し
ょ
う
。
地
元
の
中
学
生
を
表
彰
す

れ
ば
、
他
町
村
の
高
校
へ
の
進
学
を

町
内
の
高
校
に
引
き
と
め
る
効
果
も

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
新
成
人
に
議
員
報
酬
の
水

準
を
予
想
さ
せ
る
と
、
約
70
万
円
と

い
う
回
答
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

実
と
著
し
く
乖
離
し
て
い
ま
す
。
議

員
報
酬
は
首
長
給
料
の
47
％
を
目
指

す
こ
と
が
全
国
決
議
さ
れ
て
お
り
、

議
員
報
酬
が
初
任
給
程
度
で
良
い
は

ず
が
な
い
と
い
う
主
権
者
教
育
も
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
対
外
的
な
政
務
活
動
を
住
民
に
見

せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
住
民
に

は
、
例
え
ば
町
村
議
会
議
員
が
国
会

議
員
や
県
会
議
員
に
働
き
か
け
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
機
会
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
政
務
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に

も
っ
と
努
力
す
べ
き
で
す
。

　
議
員
の
な
り
手
が
少
な
い
と
い
う

問
題
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
務

員
の
処
遇
改
善
の
問
題
で
も
あ
り
ま

す
。
民
間
と
比
べ
て
公
務
員
の
報
酬

は
少
な
く
、
30
年
間
分
の
遅
れ
を
取

り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
住
民
が
議
案
や
説
明
資
料
を
容

易
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
成
果
を
活
か
し
て
も
っ
と
分

か
り
や
す
く
す
る
こ
と
も
で
き
る
で

し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
投
票
先
を
特
に

決
め
て
い
な
い
若
者
は
ネ
ッ
ト
に
頼

る
こ
と
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
で
活
動
を

す
る
議
員
も
出
て
き
ま
す
が
、
現
在

の
町
村
議
会
議
員
に
は
若
者
の
意
見

を
実
際
に
聞
い
て
い
る
と
い
う
と
こ

ろ
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
な
り
手
が
少
な
い
と
い
う
問

題
は
、
こ
う
し
た
諸
々
の
問
題
の
複

合
し
た
結
果
な
の
で
す
。

▶
研
修
会
風
景
（
オ
ー
ク
ラ
千
葉

ホ
テ
ル
）
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編集後記
　猛暑が過ぎ、朝夕めっきり冷え込んで参りましたが皆様方にはいかがお過ごしでしょう
か。さて議会では、住民の皆さんと意見交換を行うべく９月から１１月にかけて各地区に
おいて意見交換を行っております。数々のご意見やご指摘を頂き誠にありがとうございま
す。皆様方のご意見は真摯に受け止め、今後の議会活動または住民の福祉向上に役立てて
参りたいと考えています。誠にありがとうございます。なお、現在の議員は令和７年１月
２４日で任期が満了となるため、１月１９日には議会議員選挙が行われます。これまで皆
様方からお寄せ頂きましたご意見、ご要望に対し深く感謝を申し上げます。寒い日が続き
ますが、どうぞお元気でお過ごしください。

議会報編集委員会

決
算
審
査
に
伴
う
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た

住
民
と
の
意
見
交
換
会

議会活動トピックス
　
９
月
12
日
（
木
）
に
、
令
和
５
年

度
中
に
改
良
工
事
や
産
地
育
成
事
業

な
ど
が
行
わ
れ
た
町
内
施
設
、
植
栽

地
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
西
小
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
状

況
、
ト
イ
レ
洋
式
化
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
状
況

・
小
田
代
地
先
の
食
香
バ
ラ
植
栽
地

・
小
田
代
公
衆
ト
イ
レ
建
設
工
事

・
横
山
地
先
の
大
多
喜
ハ
ー
ブ
パ
ー

　
ク

・
田
丁
地
先
の
町
道
田
丁
下
屋
敷
線

・
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
防
球
ネ
ッ
ト
増

設
工
事

・
防
災
無
線
施
設

　
現
地
で
は
関
係
課
職
員
よ
り
令
和

５
年
度
決
算
額
、
工
事
概
要
、
執
行

状
況
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
決
算
書
に
よ
る
説
明
だ
け
で
は
よ

く
分
か
ら
な
か
っ
た
点
も
多
く
、
現

地
調
査
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
は
一
昨
年
に
続
い
て

行
っ
た
も
の
で
す
が
、
今
後
は
毎

年
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
住
民
と
の
意
見
交
換
会
は
、
議
員

の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
町
民
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
町
民

の
意
見
を
的
確
に
把
握
し
、
議
会
活

動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
従
来
の
「
議
員
と
の
懇

談
会
」
に
代
え
て
、
新
た
に
町
内
５

地
区
を
議
員
が
訪
問
し
意
見
交
換
会

を
行
う
も
の
で
す
。

　
第
１
回
目
は
老
川
地
区
で
、
９
月

23
日
に
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行

い
、
８
区
か
ら
21
名
の
参
加
を
い
た ▲タブレットを活用しての授業風景（西小）

▶
西
畑
地
区
で
の
意
見
交
換
会

（
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
セ
ン

タ
ー
）

だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
２
回
目
は
西
畑
地
区

で
、
同
月
29
日
に
農
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、23
区
か
ら

44
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
は
、
議
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
議
会
運
営
、
町
政
全
般
及
び

地
区
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
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今月の1枚

1/3くらいの量

簡単おすすめレシピ簡単おすすめレシピ簡単おすすめレシピ115115115
管理栄養士　金坂　直子管理栄養士　金坂　直子管理栄養士　金坂　直子
問合せ　健康福祉課　保健予防係問合せ　健康福祉課　保健予防係問合せ　健康福祉課　保健予防係
　　　　☎82−2168　　　　☎82−2168　　　　☎82−2168

①柿は、ヘタ・皮・種を除き、ミキサー（フードプロセッサー）にかけペースト状に
する。

②柿の重さを計り、大きめの耐熱容器に入れる。

③フタをせず、600ｗの電子レンジに10分かける。
④レンジから取り出し、全体をよく混ぜる。（火傷に注意してください。）
⑤おおよそ半量になるまで様子を見ながら電子レンジをかける。
⑥鍋に、柿と味噌を入れて全体を混ぜ合わせてから、弱火にかけて5分程度練り合わ
せる。（焦げないように注意してください。）

⑦清潔な容器に小分けして、冷蔵庫で保存して早めに使い切りましょう。
　※煮沸したビンに詰めて保存すれば冷蔵庫で3か月程度保存が可能です。

　注意：柿みそは、桜台の中田圭子さん（☎︎64−6448）が現在特許出願中です。
　　　　ご自宅で消費する事はできますが、商品化する場合は必ずご相談ください。

・少し固めの柿で作りましょう。完熟
のぽたぽたした物ですと、レンジ内
ではじけることがあります。

・渋柿は渋を抜いてから作りましょう

　今月は、柿と味噌の合わせ調味料のご紹介です。味噌に柿が練りこまれるので、減塩
になりますが、柿のうまみで物足りなさはありません。味噌汁はもちろん、茄子炒めや
回鍋肉などの炒め物にもお薦めです。
　ベースの柿みそに、ニンニク（すりおろし）やコチュジャンを加えるとニンニクみそ
に。唐辛子や柚子等を加えて、お好みの味みそを作ることも出来ます。

柿みそ
材料（作りやすい分量）

作り方

柿　　3個（500ｇ）
味噌　柿と同量（500ｇ）

　10月3日（木）に大多喜小学校で「ニチ
レクボール大会」が行われ、大多喜小学
校4年生が参加しました。ニチレクボー
ルは目標球に向かって2チームがそれぞ
れ色の異なるボールを投げ合い、目標球
により近づけることによって競うゲーム
です。児童たちは、地域ぐるみ協議会の
方にルールと投げ方を教わり、その後一
緒にゲームを楽しみました。

大多喜小学校4年生　ニチレクボール大会！！
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ユニバーサルデザインフォントを採用しています。




